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み
ん
な
で
「
夢
、
実
現
」

平
成
29
年
度　

市
政
執
行
方
針
と
予
算

　山口市長は、１月４日に「イクボス宣言」を行いました。

　イクボスとは、部下の一人一人が、職場や私生活で生き生き
と活躍できるよう、その両立を考慮するとともに、組織として
の業績向上も同時に目指し、自らも仕事と私生活を楽しむ上司
や経営者のことを指します。
　この「イクボス」の考えは、社会全体で「働き方」や「生き方」
を見直すこと、つまり「ワークライフバランス」を図ることに
よって、働く方にとっては、仕事と私生活の両方の満足度が高
まるとともに、企業などにとっては、生産性や組織力が向上し、
結果として、社会全体の活力が増して行くというものです。
　今後、この「イクボス」の考えを市内全体に普及させ、仕事
と子育て、地域活動などの私生活が調和し、多様なライフスタ
イルを実現でき、９万６千市民の皆さんが「このまちに住んで
良かった」と実感していただけるまちづくりを目指して、全力
でまい進していきます。

特集

　
今
月
の
特
集
は
、「
市
民
協
働
に
よ
り
、
住
み
良
い
、
発
展
が
つ
づ
く
都
市
づ
く
り
」、

「
み
ん
な
で
生
き
生
き
　
活
力
創
造
都
市
　
ち
と
せ
」
を
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
掲
げ

る
、
平
成
29
年
度
の
市
政
執
行
方
針
と
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 31年３月に使用開始を予定している「市役所第２庁舎」イメージ図



3 広報ちとせ 平成 29(2017) 年４月号

　

千
歳
市
に
は
、
大
正
15
年

に
当
時
の
千
歳
村
民
が
総
出

で
無
償
の
汗
を
流
し
、
原
野

に
一
本
の
着
陸
場
を
作
っ
た

こ
と
を
原
点
と
し
て
、
事
に

当
た
っ
て
は
、
一
致
団
結
す

る
と
い
う
開
拓
精
神
が
ま
ち

づ
く
り
の
根
底
に
脈
々
と
流

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
平
成
26
年

９
月
に
支
笏
湖
地
区
で
大
雨

に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
崩
れ

な
ど
の
災
害
に
お
い
て
、
市

内
青
年
経
済
人
の
方
々
が
中

心
と
な
り
、
被
災
地
支
笏
湖

の
１
日
も
早
い
復
旧
を
願
い
、

ま
ち
を
挙
げ
て
の
応
援
が
行

わ
れ
た
こ
と
や
、
昨
年
か
ら
進

め
て
い
る
「
千
歳
川
桜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
中

心
市
街
地
を
流
れ
る
千
歳
川

沿
い
に
桜
の
木
を
植
樹
し
、
市

民
憩
い
の
広
場
に
し
よ
う
と
、

多
く
の
市
民
か
ら
賛
同
の
寄

附
を
い
た
だ
く
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
強
く
郷
土
愛
を

感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
ま
ち
に
対
す
る
愛

着
や
隣
人
愛
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
『
市

民
協
働
に
よ
り
、
住
み
良
い
、

発
展
が
つ
づ
く
都
市
づ
く
り
」

と
掲
げ
、
市
民
一
人
一
人
が

ま
ち
を
愛
し
、
発
展
を
支
え
、

住
み
良
さ
を
共
有
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

  
市
政
運
営
の

  
基
本
姿
勢

  

市
民
協
働
に
よ
り
、

  

住
み
良
い
、
発
展
が

  

つ
づ
く
都
市
づ
く
り

　

さ
ら
に
、
企
業
誘
致
を
進

め
、
雇
用
の
創
出
、
定
住
人

口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
を
目
指
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

新
千
歳
空
港
は
、
平
成
28

年
の
年
間
乗
降
客
数
が
、
過

去
最
高
の
２
１
３
１
万
人
を

記
録
す
る
な
ど
、
今
後
も
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

24
時
間
運
用
は
、
発
着
枠

拡
大
後
、
最
大
14
枠
の
活
用

が
あ
り
、
市
内
経
済
の
活
性

化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
住
民
の
生
活
環

境
を
保
全
し
、
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
て
、
国
際
拠
点
空
港

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

民
間
委
託
に
つ
い
て
、
道
内

空
港
の
民
間
委
託
が
目
指
す

柱
の
一
つ
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
中
心
と
し
た
交
流
人
口
の

拡
大
に
よ
る
観
光
振
興
や
経

済
の
活
性
化
で
あ
り
、
今
後

も
国
や
北
海
道
、
市
内
経
済

界
な
ど
と
協
議
を
継
続
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
「
平
成
31
年

度
以
降
に
係
る
中
期
防
衛
力
整

備
計
画
」
の
検
討
時
期
を
迎
え

て
い
る
ほ
か
、
米
国
政
府
の
動

向
に
よ
っ
て
は
、
防
衛
計
画
大

綱
改
訂
の
可
能
性
が
あ
る
重
要

な
転
換
点
と
な
り
、
千
歳
市
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
北
海
道
自

衛
隊
駐
屯
地
等
連
絡
協
議
会
」

お
よ
び
「
千
歳
市
に
お
け
る
自

衛
隊
の
体
制
強
化
を
求
め
る
期

成
会
」
と
連
携
を
図
り
、
自
衛

隊
の
体
制
維
持
・
強
化
を
求
め

る
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
展
開

し
て
、
自
衛
隊
と
共
存
共
栄
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

社
会
経
済
状
況
の
変
化
、
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
需
要

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

効
率
的
で
質
の
高
い
行
財
政
運

営
が
必
要
で
す
。

　

市
は
「
千
歳
市
行
政
改
革
基

本
方
針
」
や
「
千
歳
市
財
政
標
準

化
計
画
」
を
は
じ
め
、
公
共
施

設
な
ど
を
将
来
に
わ
た
り
持
続

的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
公

共
施
設
な
ど
の
管
理
に
関
す
る

基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
新
た

な
「
千
歳
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
な
ど
に
基
づ
き
、

強
固
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 
み
ん
な
で
生
き
生
き

活
力
創
造
都
市
ち
と
せ

　

市
民
や
市
民
団
体
、
事
業

者
な
ど
、
こ
の
ま
ち
に
暮
ら

す
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
、
連
携
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
、
ま
ち
の
活
力
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
一
人
一
人

が
夢
や
希
望
を
持
ち
な
が
ら
、

生
き
生
き
と
生
活
す
る
と
と

も
に
、
市
民
団
体
や
事
業
者

な
ど
が
盛
ん
に
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
新

た
な
活
力
が
生
ま
れ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
活
力
が
生

ま
れ
、
循
環
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
将
来
都
市
像

を
「
み
ん
な
で
生
き
生
き　

活
力
創
造
都
市　

ち
と
せ
」

と
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
ま
い

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
３
月
に
「
千
歳

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

み
ん
な
で
９
７
０
０
０
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
、
雇
用

の
創
出
、
子
育
て
・
教
育
環
境

の
充
実
、
観
光
産
業
や
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
な
ど
、
定

住
促
進
に
つ
な
が
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
千
歳
市
の
人

口
は
順
調
に
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
施
策
を
総
動
員
し
て
、

平
成
32
年
度
の
目
標
人
口
、
９
万

７
千
人
の
達
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
緩
や

か
な
回
復
基
調
が
見
受
け
ら

れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
千
歳
空
港
で
は
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
増
加
し
、
市
内

で
は
ホ
テ
ル
の
増
床
な
ど
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
市
内
へ
の
回
遊
、

滞
在
効
果
を
高
め
る
こ
と
や

人
材
確
保
、
就
職
支
援
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

当
面
す
る
課
題

へ
の
対
応

１
点
目
は
、
定
住
促
進

  

２
点
目
は
、

  

地
域
経
済
の
活
性
化

３
点
目
は
、
新
千
歳
空

港
の
国
際
拠
点
空
港
化

と
民
間
委
託
へ
の
対
応

  

４
点
目
は
、

  
自
衛
隊
の
体
制
強
化

 

５
点
目
は
、
持
続
可
能

 

な
行
財
政
運
営
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児
に
不
安
な
ど
を
抱
え
る
母
親
と

子
に
対
す
る
産
後
ケ
ア
の
充
実

【
医
療
】
▼
市
立
千
歳
市
民
病
院

の
救
急
医
療
、
小
児
・
周
産
期

医
療
、
高
度
医
療
の
充
実
▼
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
よ
る
医
療
機
関
や

介
護
施
設
な
ど
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進

【
救
急
医
療
体
制
】
▼
平
成
29
年

９
月
の
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

開
設
に
向
け
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア

ル
整
備
・
研
修
な
ど
の
実
施
▼

医
療
機
器
な
ど
の
搬
入
に
よ
る

開
設
準
備

【
高
齢
者
福
祉
】▼
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
充
実
▼
介
護
予
防

サ
ロ
ン
事
業
の
地
域
展
開
▼
介
護

予
防
事
業
の
充
実
▼
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
な
ど
▼

「
千
歳
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
７
期
千
歳
市
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
策
定

【
障
が
い
者
福
祉
】
▼
「
千
歳
市

障
が
い
者
計
画
・
第
５
期
千
歳
市

障
が
い
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
よ

る
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

生
活
支
援
事
業
の
提
供
、
就
労
支

援
や
相
談
支
援
な
ど
の
充
実
▼
障

が
い
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
と

の
連
携
▼
「
手
話
言
語
条
例
」
の

制
定
に
向
け
た
取
り
組
み

【
子
育
て
支
援
】
▼
こ
ど
も
福
祉

部
の
設
置
▼
子
育
て
家
庭
に
割
引

な
ど
の
特
典
を
提
供
す
る
「
子
育

て
特
典
カ
ー
ド
」
配
布
の
推
進
▼

「
子
育
て
ガ
イ
ド
＆
お
で
か
け
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
の
更
新
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
育
て
家
庭
を
支
援

【
乳
幼
児
の
教
育
・
保
育
施
設
】
▼

認
定
こ
ど
も
園
と
保
育
園
の
新

設
に
よ
る
保
育
定
員
の
拡
大

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】
▼
子

育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
相
談
事

業
や
親
子
向
け
講
座
の
開
催
な

ど
と
交
流
事
業
に
よ
り
妊
婦
の

孤
立
や
不
安
感
の
解
消
な
ど
地

域
全
体
で
子
育
て
世
代
を
支
援

す
る
取
り
組
み

【
学
童
ク
ラ
ブ
】
▼
北
陽
地
区
に

専
用
施
設
を
開
設
▼
緑
小
学
校
区

に
平
成
30
年
度
の
開
設
に
向
け

た
施
設
整
備
の
推
進
▼「（
仮
称
）

こ
ど
も
食
堂
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

開
催
に
よ
り
、
孤
食
の
子
ど
も

な
ど
に
食
事
を
提
供
し
、
居
場

所
づ
く
り
を
行
う
「
こ
ど
も
食

堂
」
の
普
及

【
児
童
相
談
体
制
の
強
化
】
千
歳

市
要
保
護
児
童
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
に
「
こ
ど
も
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置

【
地
域
福
祉
】
▼
市
民
主
体
の
地

域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
促
進

【
保
健
予
防
対
策
】
▼
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
活
習
慣
の

改
善
▼
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
重
症
化
予
防
に
向
け
た
取

り
組
み
▼
こ
こ
ろ
の
病
気
や
自

殺
対
策
の
普
及
啓
発
▼
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
と
自
殺
防
止
の

取
り
組
み

【
母
子
保
健
対
策
】
▼
不
妊
に
悩

む
夫
婦
支
援
の
た
め
、
男
性
不

妊
治
療
費
を
助
成
対
象
に
追
加

▼
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、「
ち

と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
体
制
充
実

【
産
前
産
後
支
援
】
▼
産
後
マ
マ

相
談
事
業
の
充
実
▼
専
任
助
産
師

の
訪
問
に
よ
る
、
体
調
回
復
や
育

【
環
境
保
全
対
策
】
▼
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
▼
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
削
減
や
温
室
効
果
ガ

「
第
６
期
総
合
計
画
」
の
目
指
す
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
、
６
つ
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
、
主
な
施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主 

な 

施 

策

【
防
災
】
▼
市
民
の
防
災
・
減
災

意
識
の
醸
成
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
・
育
成
支
援
▼
大
規
模
災
害

な
ど
の
発
生
に
備
え
た
、
防
災
備

蓄
品
の
計
画
的
な
整
備
▼
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

【
消
防
】
▼
消
防
総
合
庁
舎
の
改

修
▼
消
防
隊
員
の
防
火
服
、
支

笏
湖
温
泉
地
区
の
支
援
車
や
救

急
資
機
材
の
更
新
な
ど
▼
火
災

発
生
件
数
の
抑
制
と
被
害
軽
減

の
取
り
組
み

　
　
　
っ
た
か
み
の
あ
る

　
　
　
地
域
福
祉
の
ま
ち

あ

　
　
　

と
地
球
に
や
さ
し
い

　
　

  
環
境
の
ま
ち 

人

　
　
　
全
で
安
心
し
て

　
　  

暮
ら
せ
る
ま
ち

安

【
療
育
支
援
】
▼
障
が
い
や
そ
の

心
配
の
あ
る
子
ど
も
の
療
育
支
援

な
ど
の
充
実
▼
発
達
障
害
の
専
門

職
が
巡
回
支
援
す
る
「
こ
ど
も
相

談
み
に
く
る
」
を
学
童
ク
ラ
ブ
に

拡
大
し
て
実
施

【
生
活
困
窮
世
帯
の
支
援
】
▼
ち

と
せ
学
習
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
や
就
労

準
備
支
援
事
業
、
あ
っ
た
か
灯
油

事
業
な
ど
の
推
進

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】
▼
健
全

な
運
営
の
推
進
▼
平
成
30
年
度
か

ら
の
都
道
府
県
単
位
化
に
向
け
た

円
滑
な
移
行
へ
の
準
備

【
男
女
共
同
参
画
の
推
進
】
▼
男

女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
普

及
啓
発

【
町
内
会
活
動
の
支
援
】
▼
千
歳

市
町
内
会
連
合
会
と
の
連
携
に
よ

る
町
内
会
の
加
入
促
進
▼
安
全
で

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
】
▼

大
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
向
け
た
検
討

ス
の
排
出
削
減
▼
自
然
、
大
気

汚
染
、
水
質
、
騒
音
の
監
視
な

ど
に
よ
る
環
境
の
保
全
と
公
害

の
発
生
防
止

【
ご
み
処
理
広
域
化
】
▼
２
市
４

町
で
連
携
し
、
ご
み
処
理
広
域

化
の
地
域
住
民
な
ど
へ
の
説
明

▼
建
設
・
運
営
コ
ス
ト
の
低
減
、

環
境
負
荷
の
抑
制
に
つ
な
が
る

焼
却
施
設
建
設
の
取
り
組
み

【
下
水
道
事
業
】
▼
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
▼
合
流
改
善
の
実

施
▼
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
震
災
対

策
事
業
や
施
設
更
新
事
業
の
継

続
▼
下
水
道
使
用
料
引
き
下
げ

に
よ
る
市
民
負
担
の
軽
減
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【
教
育
行
政
】
▼
教
育
委
員
会
と

連
携
し
た
教
育
行
政
の
取
り
組
み

【
生
涯
学
習
】
▼
市
の
自
然
環
境

や
生
活
環
境
な
ど
を
生
か
し
た

学
習
機
会
の
充
実
▼
生
涯
学
習

情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
を

活
用
し
た
情
報
発
信

【
学
校
環
境
の
整
備
】
▼
学
校
施

設
安
全
性
向
上
の
た
め
、
屋
内

運
動
場
を
対
象
に
し
た
非
構
造

部
材
の
耐
震
化
や
放
送
設
備
の

更
新
、
校
舎
の
計
画
的
な
改
修

の
推
進

【
学
力
向
上
】
▼
学
習
支
援
員
の

増
員
、
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
検
査
、
電

子
黒
板
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な

ど
の
有
効
活
用
▼
小
中
学
校
の

少
人
数
指
導
教
室
、
特
別
教
室
、

音
楽
室
な
ど
に
電
子
黒
板
な
ど

を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充

実
▼
学
校
教
育
主
事
を
増
員
し
、

学
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み　

【
特
別
支
援
教
育
】
▼
福
祉
・
保

健
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
支
援
▼

医
療
的
ケ
ア
を
行
う
た
め
、
学

校
看
護
師
の
配
置

【
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
】
▼
い

じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
向
け
た
取
り
組
み

▼
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
活
用

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▼
教
員

や
保
護
者
な
ど
で
構
成
す
る「
千

歳
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

検
討
委
員
会
」
な
ど
の
議
論
を

踏
ま
え
、
新
セ
ン
タ
ー
の
整
備

予算の内訳
　一般会計　　382 億   442 万 1 千円
　　　　　 　 （377 億 3,850 万 9 千円）

　特別会計　　156 億 5,621 万 8 千円
　　　　　　  （156 億 2,611 万 3 千円）
　国民健康保険  94 億 8,240 万 7 千円
　土地取得事業　　　  1,237 万 8 千円
　公設地方卸売市場事業  4,780 万 4 千円
　霊園事業　　　　　　4,310 万 2 千円
　介護保険　　　50 億 4,983 万 4 千円
　後期高齢者医療 10 億 2,069 万 3 千円

　公営企業会計 150 億 6,770 万 5 千円
　　　　　　　（152 億 8,743 万円）
　水道事業　　　32 億 7,808 万 8 千円
　下水道事業　　47 億 5,881 万 3 千円
　病院事業　　　70 億 3,080 万 4 千円

 　　合　計　　689 億 2,834 万 4 千円
　　　　　　　（686 億 5,205 万 2 千円）

　一般会計の歳入内訳
　一般財源　　250 億 4,092 万 6 千円
　　　　 　　 （247 億 9,560 万 1 千円）
　特定財源　　131 億 6,349 万 5 千円
　　　　 　　 （129 億 4,290 万 8 千円）
　合　計　　　382 億    442 万 1 千円
  　　　　　　（377 億 3,850 万 9 千円）

 ※一般財源は、市税など市が使い道を自  
    由に決められるお金です。
 ※特定財源は、国や北海道の支出金など、
　 使い道が決められているお金です。
 ※ ( 　) 内は ､ 平成 28 年度の予算額です。

に
関
す
る
基
本
構
想
の
策
定

【
就
学
支
援
の
充
実
】
▼
奨
学
金

交
付
人
数
の
拡
大

【
文
化
財
】
▼
国
指
定
史
跡
キ
ウ

ス
周
堤
墓
群
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
▼
埋

蔵
文
化
財
の
普
及
啓
発

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】
▼
青
葉
公

園
サ
ッ
カ
ー
場
、
青
葉
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
青
葉
陸
上
競
技

場
、
温
水
プ
ー
ル
、
総
合
武
道

館
な
ど
の
整
備
や
改
修

【
国
際
交
流
の
推
進
】
▼
情
報
提

供
の
充
実
▼
市
民
と
外
国
人
と

の
交
流
機
会
を
創
出
し
、
国
際
感

覚
豊
か
な
人
材
の
育
成

【
姉
妹
都
市
な
ど
と
の
交
流
】
▼

友
好
交
流
の
推
進
▼
ア
ン
カ
レ
ジ

市
サ
ン
ド
レ
イ
ク
小
学
校
と
の
相

互
訪
問
交
流
事
業
を
市
内
全
小
学

校
を
対
象
と
す
る
事
業
に
拡
充

【
農
業
の
振
興
】
▼
農
地
の
利
用

調
整
や
集
積
▼
経
営
の
安
定
や
生

産
力
の
向
上
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
な
ど
▼
化
学
肥
料
・
農
薬
の

使
用
低
減
や
有
機
農
業
に
取
り
組

む
農
業
者
を
支
援
し
、
環
境
と
調

和
し
た
農
業
の
推
進
▼
地
産
地
消

の
推
進
▼
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
見
直
し
な
ど

【
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
】

▼
体
験
型
観
光
の
拡
充
▼
観
光
客

な
ど
に
市
の
魅
力
を
情
報
発
信

し
、
道
内
外
か
ら
の
誘
客
強
化

【
優
良
農
地
の
確
保
】
▼
土
地
改

良
事
業
の
推
進
▼
農
業
用
施
設

の
適
正
な
管
理
・
機
能
保
持
▼

農
業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的

機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た

め
、
地
域
協
働
の
活
動
を
支
援

　
　
　

び
の
意
欲
と
豊

　
　
　
か
な
心
を
育
む

　
　
　
教
育
文
化
の
ま
ち

学

　
　
　

力
あ
る
産
業
拠

 

点
の
ま
ち

活

   平成 29 年度予算
   住みたいまちへの

“成長” 予算　

【
住
宅
施
策
】
▼
平
成
30
年
度
か

ら
の
借
上
市
営
住
宅
の
開
始
に
向

け
た
事
業
者
の
募
集
や
選
定

【
住
宅
環
境
の
整
備
】
▼
プ
レ
ミ

ア
ム
リ
フ
ォ
ー
ム
券
発
行
事
業
に

よ
る
既
存
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
質
向

上
▼
木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診

断
と
耐
震
改
修
費
用
の
助
成

【
千
歳
川
流
域
の
治
水
対
策
】
▼

国
と
の
連
携
に
よ
る
遊
水
地
な

ど
の
整
備
促
進

【
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
】

▼
市
民
へ
の
情
報
提
供
▼
国
に

協
定
順
守
の
要
求

【
航
空
機
騒
音
に
対
す
る
住
宅
防

音
工
事
の
促
進
】
▼
待
機
件
数
の

早
期
解
消
に
向
け
た
国
へ
の
要
望

【
Ｃ
経
路
】
▼
４
線
大
通
の
補
修

▼
周
辺
地
域
の
良
好
な
住
環
境

の
保
全

【
水
道
事
業
】
▼
安
全
で
お
い
し

い
水
の
安
定
供
給
▼
料
金
改
定
に

よ
り
収
支
改
善
を
図
る
た
め
、
中

長
期
的
「
経
営
計
画
」
の
策
定
と

効
率
的
な
経
営
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対
応
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
映
像
の
制

作
▼
無
料
公
共
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
（
ワ

イ
フ
ァ
イ
）
環
境
の
整
備
や
観
光

案
内
看
板
の
設
置

【
道
の
駅
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千
歳
】

▼
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
指
定
管

理
者
や
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳

水
族
館
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

賑
わ
い
創
出

【
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
の
誘
致
】

▼
積
極
的
な
誘
致
活
動
の
推
進

▼
千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大

会
誘
致
等
推
進
協
議
会
と
連
携

し
、
ま
ち
全
体
の
「
ス
ポ
ー
ツ

や
お
も
て
な
し
に
関
す
る
意
識
」

の
醸
成
▼
関
係
機
関
・
団
体
な

ど
と
連
携
協
力
し
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み

【
雇
用
】
▼
離
職
し
た
女
性
向
け

の
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、
人
材
確

保
を
支
援
す
る
企
業
向
け
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
▼
合
同
企
業
説
明

会
や
見
学
会
な
ど
の
実
施

主 

な 

施 

策

　
　
　

市
機
能
が
充
実

　
　  

し
た
ま
ち

都【新千
歳
空
港
】▼「
国
際
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
地
域
再
編
事
業
」
に
よ

る
、
国
の
滑
走
路
な
ど
の
老
朽

化
対
策
や
耐
震
化
、
国
際
線
エ

プ
ロ
ン
や
Ｃ
Ｉ
Ｑ
施
設
の
拡
張
、

南
側
誘
導
路
の
新
設
な
ど
、
空

港
の
処
理
能
力
の
向
上
▼
航
空

機
の
安
定
運
行
や
定
時
性
の
確

保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
空
港
機

能
強
化
の
取
り
組
み

【
道
央
圏
連
絡
道
路
】
▼
平
成
31

年
度
供
用
開
始
に
向
け
た
国
へ
の

整
備
促
進
の
要
望
▼
道
道
泉
沢
新

千
歳
空
港
線
の
４
車
線
化
と
延
伸

に
つ
い
て
、
北
海
道
や
関
係
団
体

と
連
携
し
た
事
業
化
の
促
進

【
道
路
整
備
】
▼
幹
線
道
路
や
生

活
道
路
の
計
画
的
な
整
備
▼
仲

の
橋
通
歩
道
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
推
進
▼
日
の
出
橋
、
平
和
橋

の
修
繕
工
事
の
継
続
や
公
園
橋

の
修
繕
に
着
手

【
道
路
の
維
持
管
理
】
▼
道
路
ス

ト
ッ
ク
総
点
検
結
果
に
基
づ
く

適
切
な
維
持
管
理
と
施
設
の
長

寿
命
化
、
計
画
的
な
改
修
・
更
新

【
交
通
政
策
】
▼
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
前

広
場
、
バ
ス
レ
ー
ン
な
ど
、
駅

周
辺
を
再
整
備
す
る
た
め
の
基

本
計
画
策
定
▼
バ
ス
事
業
者
に

対
す
る
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
、

各
種
交
通
施
策
の
実
施

【
公
園
緑
地
の
整
備
】
▼
遊
具
の

更
新
や
撤
去
・
改
修
を
は
じ
め
、

高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

【
千
歳
川
周
辺
の
環
境
整
備
】
▼

「
千
歳
川
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

と
し
て
、
千
歳
川
沿
い
の
河
川
緑

地
に
桜
を
植
樹
し
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
水
辺
環
境
の
整
備

　　　民協働による
　自主自立の行政経営

【市民協働の推進】
　結婚応援活動事業などの新た
な協働事業を通じて、市民協働
のすそ野を広げる取り組みを進
め、市民協働の浸透を図ります。

【市民の参加によるまちづくり】
　広報ちとせ、市ホームページ、
市長の出前講座などにより市政情
報の提供を図り、市民の市政への
理解や関心を促すとともに、市長
への手紙・ポスト、パブリックコ
メントなどにより把握した市民意
向の市政への反映に努めます。

【行政改革】
　さまざまな行政需要に対応す
るため、民間委託などの推進や
ＩＣＴの活用などによる業務改
革の推進と業務量に応じた職員
の適正配置などを行い、行政サー
ビスの向上を進めます。

【第２庁舎建設】
　平成 30 年度末の開庁に向け、
本工事に着手し、市民が親しみ
利用しやすい機能的な庁舎とし
て整備に取り組みます。

【ふるさと納税】
　新たに業務を民間事業者に一
括委託し、事務の効率化をはじ
め、特典の種類の充実とプロモー
ションの強化などを図り、さら
なる市のＰＲと地域の活性化を
進めます。

【支笏湖 ･ 東千歳地区の情報通  
  信環境整備】
　早期の光回線化実現に向けて、
関係者や関係機関と連携して民
間通信事業者への光通信網整備
の働きかけを継続するとともに、
高速無線方式によるブロードバ
ンド環境整備の事業化調査を実
施します。

行政経営の
基本目標

市

【
高
度
技
術
産
業
の
集
積
】
▼
千

歳
科
学
技
術
大
学
の
学
術
研
究

機
能
を
生
か
し
た
産
学
官
連
携

の
研
究
開
発
活
動
や
最
先
端
研

究
設
備
な
ど
の
利
用
促
進
▼
研

究
開
発
支
援
機
関
な
ど
の
事
業

を
活
用
し
た
新
製
品
・
新
技
術

開
発
な
ど
の
支
援
▼
公
立
大
学

法
人
化
を
検
討
す
る
部
署
の
設

置
と
市
の
考
え
方
の
提
示

【
商
業
の
振
興
】
▼
個
店
の
魅
力

ア
ッ
プ
や
商
業
者
の
連
携
づ
く

り
な
ど
の
支
援
▼
商
業
活
性
化

や
中
心
商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く

り
を
推
進

【
中
小
企
業
に
対
す
る
経
営
支
援
】

▼
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
事

業
の
安
定
化
や
拡
大
▼
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の
新
設
▼
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
情
報
交
換
が
で
き

る
機
会
の
創
出
な
ど

【
観
光
振
興
】
▼
観
光
客
を
誘
客

す
る
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
▼
市
の
魅
力
発
信
▼
多
言
語
に

【
支
笏
湖
産
ヒ
メ
マ
ス
】
▼
ふ
化

場
関
連
施
設
の
整
備
と
関
係
機

関
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
、
ふ

化
放
流
事
業
の
円
滑
な
実
施
▼

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
商
標
登

録
へ
の
取
り
組
み

【
工
業
の
振
興
】
▼
積
極
的
な
企

業
誘
致
活
動
の
展
開
▼
製
品
の

開
発
・
製
造
を
行
う
創
業
者
な

ど
へ
の
支
援
継
続

【
立
地
企
業
】
▼
き
め
細
や
か
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

▼
企
業
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、

産
学
官
連
携
を
促
進
し
た
地
域

内
経
済
の
振
興
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平成 29年度　主要な施策と予算

事業名 予算額
ＵＩＪターン就職促進事業 59万 8千円
地元就職・人材確保支援事業 728万 2千円
経営安定化対策事業 5,072 万 7千円
多面的機能支払事業 5,837 万 6千円
牧場施設改修事業 777万 5千円
支笏湖ヒメマスふ化場附帯施設整備事業 4,160 万円
ヒメマス地域特産品ブランド化事業 37万 7千円
企業誘致推進事業 1,200 万 5千円
立地企業振興事業 1億 1,967 万円
商店街振興事業補助事業 741万 6千円
商業等活性化事業 1,158 万 8千円
観光ＰＲ事業 1,193 万 1千円
外国人旅行者受入環境整備事業 267万 9千円
観光スポーツ連携事業 311万 3千円
ブロードバンド環境整備事業 35万 9千円

      力ある産業拠点のまち活

事業名 予算額
千歳市交通戦略プラン推進事業 604万 8千円
新千歳空港 24時間運用枠拡大に伴う
周辺環境対策事業 6,015 万 5千円

新千歳空港整備事業 1億 6,105 万 5千円
市道整備事業 2億 4,930 万円
道路舗装補修事業 5,470 万円
橋梁長寿命化対策事業 1億 3,110 万円
道路ストック整備事業 1億 7,787 万 5千円
市内公園整備事業 1億 6,580 万 3千円
長都駅前広場再整備事業 920万円
道路排水施設整備事業 730万円

      市機能が充実したまち都

事業名 予算額
第２庁舎建設事業 4億 2,140 万円
自衛隊体制強化要望活動事業 119万 3千円
市民協働推進事業 572万 3千円
ふるさと納税推進事業 926万 5千円
戸籍総合システム更新事業 1,892 万 7千円
千歳市議会議員選挙執行経費 5,749 万 4千円

      民協働による自主自立の行政経営市

事業名 予算額
交通安全指導員配置経費 1,457 万 6千円
建築物耐震改修促進業務経費 239万 4千円
防雪柵整備事業 1,630 万円
Ｃ経路舗装補修事業 8,779 万 7千円
公営住宅用途廃止事業 2億 1,645 万円
公営住宅等長寿命化型改善等事業 3,000 万円
防災行政無線デジタル化整備事業 1,148 万 8千円
自主防災組織育成事業 98万円
消防車両等更新事業 437万 7千円
消防総合庁舎改修事業 2,406 万 4千円
半自動式除細動器更新事業 561万 6千円
小・中学校非構造部材耐震化事業 1億 3,930 万 7千円
道立高等支援学校施設非構造部材耐震化事業 60万円

      全で安心して暮らせるまち安

事業名 予算額
町内会育成事業 2,121 万 7千円
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定経費 466万 1千円
障がい者計画・障がい福祉計画策定経費 457万 5千円
生活困窮者自立支援事業 1,351 万 1千円
介護サービス提供基盤等整備事業 1億 4,183 万 9千円
高齢者・障害者福祉サービス利用券助成事業 9,379 万 2千円
自立支援給付事業 19億 1,026 万 5千円
障がい者就労支援事業 1,249 万 6千円
こども食堂フォーラム開催事業 28万円
ちとせ版ネウボラ事業 284万 8千円
産前・産後ケア事業 50万円
総合福祉センター非常用階段改修事業 196万 6千円
特定教育・保育施設給付事業 13億 8,102 万 6千円
地域型保育施設給付事業 3億 1,299 万 9千円
児童館型地域子育て支援センター事業 129万 9千円
緑小学校区学童クラブ新築整備事業 1億 1,212 万 1千円
医療体制整備事業 1億 1,486 万 6千円
休日夜間急病センター整備事業 1億 7,670 万 8千円
休日夜間急病センター運営事業 1億 5,219 万 3千円
予防接種推進事業 3億 2,249 万 3千円
不妊治療費助成事業 588万 5千円

      ったかみのある地域福祉のまちあ

事業名 予算額
自然環境保全事業 142万 3千円
エコチャレンジ補助事業 151万円
環境保全測定機器整備事業 389万 1千円
資源回収事業 5,332 万円
道央廃棄物処理組合経費 1,271 万 8千円
道央廃棄物処理組合焼却施設建設事業 4,473 万 6千円
環境センター管理運営業務経費 5億 127万 2千円
有害ごみ処理経費 601万 3千円
駅周辺施設ＬＥＤ照明整備事業 630万円
防犯灯ＬＥＤ化促進事業 6,334 万 5千円

      と地球にやさしい環境のまち人

第６期総合計画に掲げた６つのまちづくりの基本目標、行政経営の基本目標別

この記事のお問い合わせ

市政執行方針　企画課企画調整係　(24)０４３９
予算について　財政課財政係　　　(24)０５４１

事業名 予算額
国際交流事業 735万 9千円
アンカレジ市訪問交流事業 633万円
学校活動支援事業 3,565 万 2千円
学力向上推進事業 4,871 万 7千円
英語活動推進事業 191万 4千円
教職員管理職住宅建替事業 2,600 万 7千円
小・中学校ＩＣＴ機器等整備事業 3,615 万 1千円
小・中学校防音機能復旧事業 １億 4,942 万 7千円
小・中学校改修事業 2億 4,495 万 1千円
放課後子ども教室推進事業 32万 2千円
縄文遺跡群世界遺産登録推進事業 102万円
国指定史跡整備事業（キウス周堤墓群） 1,862 万円
新学校給食センター整備事業 1,016 万 3千円
青葉陸上競技場改修事業 8,010 万円
青葉公園サッカー場改修事業 3,430 万円
北陽プール改修事業 328万 4千円

      びの意欲と豊かな心を育む教育文化のまち学
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焦点

水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

公
営
企
業
経
営
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た

 名 川 会 長（ 中 央 ） と 入 口 副
会 長（ 右 ） か ら 山 口 市 長 に 答
申 書 が 手 渡 さ れ ま し た

◎ 附帯意見
　① 水道料金の引き上げが市民に正しく理解されるよう、きめ細かな対応に努めること。
　② 経営状況などを考慮して、料金見直しの必要性を定期的に検証すること。
　③ 施設の計画的な更新、管路の耐震化、災害時の給水確保の仕組みづくりに努めること。
　④ 経営情報などの開示や市民とのコミュニケーションを積極的に行うこと。
　⑤ 市民の意識や要望を的確に把握し、更なるサービスの向上に努めること。
　⑥ 「千歳市水道ビジョン」に掲げる理想像の実現に向けた取り組みを確実に実施すること。

◈
諮
問
事
項
１　

料
金
改
定
の
考
え
方　

(1)　

将
来
に
向
け
て
安
定
し
た
給
水
を
続

　

け
る
た
め
、
料
金
の
引
き
上
げ
は
や
む

　

を
得
な
い
。

(2)　

急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
段

　

階
的
に
引
き
上
げ
す
る
こ
と
。

(3)　

家
計
や
事
業
活
動
に
与
え
る
影
響
を
考

　

慮
し
、
激
変
緩
和
に
配
慮
す
る
こ
と
。

※
税
金
を
使
っ
て
激
変
緩
和
す
る
と
き
は
、
例

　
外
的
か
つ
一
時
的
な
取
り
扱
い
と
す
る
こ
と
。

(4)　

料
金
算
定
期
間
は
、
水
道
料
金
算
定
要

　

領
で
３
年
か
ら
５
年
が
基
準
と
さ
れ
て
お

　

り
、
４
年
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

(5)　

永
続
的
な
給
水
と
世
代
間
負
担
の
公

　

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
料
金
算
定
に

　

資
産
維
持
費
を
算
入
す
る
こ
と
が
望
ま

　

し
い
が
、
料
金
の
改
定
率
が
高
く
な
る

　

た
め
、
激
変
緩
和
策
を
優
先
す
る
こ
と

　

は
や
む
を
得
な
い
。

◈
諮
問
事
項
２　

実
施
日
お
よ
び
平
均
改
定
率

(1)　

料
金
改
定
の
実
施
時
期
は
、
１
回
目
を

　

平
成
30
年
４
月
（
５
月
検
針
分
）、
２
回

　

目
を
平
成
34
年
４
月
（
５
月
検
針
分
）
と

　

す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

(2)　

平
均
改
定
率
を
１
回
目
17
・
５
％
、
２

　

回
目
15
％
と
す
る
段
階
的
な
引
き
上
げ
は

　

妥
当
で
あ
る
が
、
２
回
目
の
と
き
は
、
可

　

能
な
限
り
抑
制
す
る
こ
と
。

◈
諮
問
事
項
３　

料
金
体
系

(1)　

費
用
負
担
の
客
観
的
な
妥
当
性
を
確
保

　

す
る
た
め
、
口
径
別
料
金
を
導
入
す
る
こ

　

と
が
望
ま
し
い
。

※
各
口
径
で
改
定
率
に
著
し
い
格
差
が
生
じ

　

る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

(2)　

節
水
の
努
力
が
料
金
に
反
映
さ
れ
る
よ

　

う
、
基
本
水
量
の
廃
止
が
望
ま
し
い
。

※
少
量
使
用
者
が
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な

　

い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
な
お
、
将
来
の

　

課
題
と
し
て
、
水
道
を
予
備
的
に
使
用
し

　

て
い
る
大
口
径
使
用
者
か
ら
確
実
に
費
用

　

回
収
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。

(3)　

経
営
を
よ
り
安
定
さ
せ
る
た
め
、
基
本

　

料
金
で
の
費
用
回
収
率
を
高
め
る
こ
と
が
望

　

ま
し
い
が
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
生
活

　

用
水
の
低
廉
化
や
激
変
緩
和
に
十
分
配
慮
し

　

た
上
で
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

(4)　

従
量
料
金
の
公
平
性
を
重
視
す
る
上
で
、

　

逓
増
制
を
廃
止
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　

水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
は
、
い
ず
れ
も

前
回
の
改
定
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
節
水
型
機
器
の
普
及
や
石
狩
東
部
広
域

水
道
企
業
団
拡
張
事
業
か
ら
の
受
水
開
始
な
ど
、
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

そ
の
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
も
、
水
道
事
業
同
様
、
厳

し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
が
、
経
費
節
減
の
取
り
組

み
な
ど
に
よ
り
、
健
全
な
経
営
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
中
長
期
的
な
視
点

で
の
水
需
要
予
測
や
事
業
計
画
に
よ
る
経
営
の
見
通

し
を
検
証
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
と
下
水
道
使
用
料
の
引
き
下
げ
を
平
成
28
年
11
月

21
日
に
公
営
企
業
経
営
審
議
会
へ
諮
問
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
６
回
に
わ
た
る
審
議
を
経
て
、
平
成
29
年

２
月
28
日
に
同
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
焦
点
は
、
答
申
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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この記事の
お問い合わせ

水道局総務課主査
（経営企画担当）
(24) ３２５２

水道料金および下水道使用料改定（案）の説明会を開催します

　　【内　容】水道・下水道の現状と課題
　　　　　　　水道料金・下水道使用料の改定が必要な理由
　　　　　　　改訂後の水道料金・下水道使用料など
　　【と　き】１回目　４月 16 日（日）10 時～
　　　　　　　２回目　４月 18 日（火）14 時～
　　　　　　　３回目　４月 18 日（火）19 時～
　　【ところ】北ガス文化ホール（市民文化センター）４階大会議室
　　　　　　　※申し込みは不要です。

◈
諮
問
事
項
１　

使
用
料
改
定
の
考
え
方

(1)　

近
年
の
経
営
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
使

　

用
料
の
引
き
下
げ
は
妥
当
で
あ
る
。

(2)　

水
道
事
業
で
実
施
し
て
い
る
ア
セ
ッ
ト

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
下
水
道
事
業
で
は
実

　

施
し
て
お
ら
ず
、
施
設
更
新
費
用
の
平
準

　

化
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
を
考
慮
す
る

　

と
、
平
成
41
年
度
ま
で
の
収
支
見
通
し
に

　

基
づ
く
使
用
料
の
算
定
は
妥
当
で
あ
る
。

※
算
定
期
間
が
長
期
間
に
な
る
た
め
、
途
中

　

で
見
直
し
の
必
要
性
を
検
証
す
る
こ
と
。

(3)　

平
成
26
年
度
の
地
方
公
営
企
業
会
計
制

　

度
の
見
直
し
に
伴
い
「
下
水
道
使
用
料
算

　

定
の
基
本
的
考
え
方
」
の
改
訂
が
予
定
さ

　

れ
て
い
る
中
に
お
い
て
、
確
実
な
資
金
の

　

保
有
に
よ
る
経
営
の
健
全
性
を
維
持
す
る

　

た
め
、「
資
金
収
支
積
み
上
げ
方
式
」
で

　

の
算
定
は
妥
当
で
あ
る
。

※
算
定
方
法
が
妥
当
で
あ
り
、
使
用
料
も
適

　

正
な
水
準
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
市
民

　

へ
説
明
す
る
こ
と
。

(4)　

将
来
、
使
用
料
を
見
直
す
と
き
は
、
永

　

続
的
な
事
業
運
営
と
世
代
間
負
担
の
公
平

　

性
確
保
の
た
め
、
使
用
料
算
定
に
資
産
維

　

持
費
を
算
入
す
る
こ
と
。

◈
諮
問
事
項
２　

実
施
日
お
よ
び
平
均
改
定
率

(1)　

水
道
料
金
や
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が

　

予
定
さ
れ
て
お
り
、
負
担
軽
減
の
観
点
か

　

ら
、
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
時
期
に
合
わ

　

せ
た
下
水
道
使
用
料
の
引
き
下
げ
は
妥
当

　

で
あ
る
。

(2)　

健
全
な
事
業
運
営
の
持
続
性
を
確
保

　

し
つ
つ
、
市
民
負
担
の
軽
減
な
ど
を
考
慮

　

し
た
と
き
、
15
％
の
引
き
下
げ
は
妥
当
で  

　

あ
る
。

◈
諮
問
事
項
３　

使
用
料
体
系

(1)　

節
水
の
努
力
が
使
用
料
に
反
映
さ
れ
る

　

よ
う
、
基
本
水
量
の
廃
止
が
望
ま
し
い
。

※
少
量
使
用
者
と
そ
の
他
の
使
用
者
間
の
負

　

担
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と
。

(2)　

下
水
道
は
、
水
道
の
よ
う
な
メ
ー
タ
ー

　

口
径
の
概
念
が
な
い
た
め
、
環
境
の
負
荷

　

が
大
き
い
多
量
使
用
者
と
負
荷
が
小
さ
い

　

少
量
使
用
者
の
負
担
格
差
を
汚
水
排
出
量

　

に
求
め
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
逓
増
制

　

を
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

◎ 附帯意見
　① 使用料を引き下げる理由が市民に正しく理解される
　　 よう、丁寧な説明に努めること。
　② 下水道機能の持続性確保などを考慮し、管渠健全度
　　 の定期的な調査と確実な維持修繕に努めること。
　③ 経営情報などの開示や市民とのコミュニケーション
 　　を積極的に行うこと。

　 水 道 料 金・ 下 水 道 使
用 料 の 改 定（ 案 ） に つ
い て 、 パ ブ リ ッ ク コ メ
ン ト を 実 施 し ま す の で
市 民 の 皆 さ ん の ご 意 見
を お 待 ち し て い ま す 。
※ 詳 細 は 、 広 報 ち と せ
  13 ペ ー ジ を ご 覧 く だ
　 さ い 。

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

用語解説（水道料金）
◎水道料金算定要領　（公社）日本水道協会が水需給の実情や水道の歴史的経緯などを踏
　　　　　　　　　　まえ、水道料金の具体的な計算方法を示したもの
◎資産維持費　将来、施設の更新や再構築を円滑に推進し、引き続いて給水を行うため、
　　　　　　　　料金に織り込むこととされている費用
◎口径別料金　水道メーターの口径の大きさによって基本料金を設定するしくみ
◎基本水量　基本料金に付与する水量のことで、この水量の範囲内であれば使った水の量
　　　　　　に関わらず料金は定額になる
◎水道を予備的に使用　地下水を使用しているが、水質悪化や枯渇などの備えとして水道水
　　　　　　　　　　を使用すること
◎従量料金　使用した水量に応じて決まる料金
◎逓増制　使用水量が多くなるにつれて、料金単価が高くなるしくみ
◎千歳市水道ビジョン　平成 28 年度から平成 37 年度まで、10 年間の施策目標を定めたもの

　用語解説（下水道使用料）
◎アセットマネジメント　施設の状況を客観的に把握、評価、予測して得られた情報を基
　　　　　　　　　　　　にして、中長期的な更新計画を策定する取り組み
◎下水道使用料算定の基本的考え方　（公社）日本下水道協会が下水道使用料の具体的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　 算定方法を示したもの
◎資金収支積み上げ方式　現金収支の均衡を基本とし、減価償却費を算定費用に含めない方式



　　　　　　　　　　 ●

策
を
画
計
業
事
援
支
業
創

た
し
ま
し
定

くらし

事業名 団体が担う主な役割 事業担当課

事業名 事業内容 事業担当課

トピック 募集
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員
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会
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市

10広報ちとせ 平成 29(2017)年４月号



。
す
で
話
電
通
直
、
は

、
日
祝
・
日
・
土
、
間
夜
、
き
と
る
あ
が
示
表
線
内12

月
29

　
(24)

。
い
さ
だ
く
け
か
お
に
１
３
１
３

Information


課
働
労
業
商

係
興
振
業
商

本庁舎
４階44番

(24)

８
９
５
０

くらし
　

を
業
創
る
け
お
に
域
地
、
は
市

化
性
活
の
域
地
、
し
進
促

･

用
雇

的
目
を
と
こ
る
図
を
ど
な
出
創
の

」
画
計
業
事
援
支
業
創
市
歳
千
「に

。
た
し
ま
し
定
策
を

　

所
議
会
工
商
歳
千
、
後
今

･

内
市

企
小
中
、
し
携
連
と
ど
な
関
機
融
金

度
制
資
融
興
振
業

･

空
街
店
商
心
中

相
、
続
継
の
業
事
進
促
用
利
舗
店
き

と
業
事
規
新
、
か
ほ
の
化
強
口
窓
談

　

。
す
ま
し
け
受
お
を
談
相
の
業
創

Ｆ
A
Ｘ
(22)

４
５
８
８

　

shogyorodo@
city.chi tose.lg.jp

【対　象】構成員５人以上で、会則や収支報告を作成している市民活動団体
【補助金】事業の実施に必要な額（千円単位）を交付
【申込方法】①市提案型協働事業　４月 28 日（金）までに事前相談し、５月 31 日（水）までに申請
　　　　　②市民協働プロモーション事業　６月 30 日（金）までに申請
※①②とも、申請書類（市指定用紙）に必要事項を記入の上、持参。
　（申請書類は、市民協働推進課または市のホームページから入手できます）
　①市提案型協働事業（実施年度　平成 30年度・平成 31年度）

地域福祉勉強会開催事業 勉強会の企画・開催・運営 福祉課
介護保険サービス空き情報事業 情報の収集

高齢者支援課
敬老会開催事業 敬老会の企画･運営
水と緑を歩こう会事業 ウォーキングの企画・運営

健康づくり課
ウォーキング事業 まちなかウォーキングの企画・運営
健康まつり事業 場内案内､ブース運営補助･広報
食育推進事業 健康まつりブース運営補助､パネル展実施･広報
「子育てするなら､千歳市」プロモーション事業 子育てに関する事業の情報発信､素材収集など こども政策課
子育てスキルアップ講座開催事業 講座の企画・立案・運営 こども家庭課
景観士講座開催事業 講座の企画・開催・運営 まちづくり推進課
市民協働研修開催事業（協働事業事例研究） 市職員を対象とした研修の企画･運営 市民協働推進課

　②市民協働プロモーション事業（実施年度　平成30年度～平成 32年度）

市内空地の雑草繁茂状態解消事業 空地の雑草繁茂状態を確認、解消する事業 市民生活課

】
日
示
告
【

５
月
21
日
（日）　

】
日
票
投
【

月
５

28
日
（日）　

20

19

）
で
ま
時

】
方
る
き
で
票
投
【

成
平

11

５
年

月
29

成
平
、
れ
ま
生
に
で
ま
日

29

月
２
年

20

民
住
に
市
歳
千
で
ま
日

続
き
引
で
ま
日
票
投
、
し
を
録
登

方
る
い
て
し
住
居
に
内
市
き※

月
５

22

27

外
市
に
間
の
日

へ

で
前
続
手
出
転
、
き
と
る
す
出
転

す
ま
き
で
が
票
投
前
日
期
ば
れ
あ

。
ん
せ
ま
き
で
票
投
、
は
日
票
投
、
が

】
票
投
前
日
期
【●

　

５
月

22

27

時
８
（
日

30

20

）
時

●５
月
23
日
（火）　

12

19
時

所
支
台
陽
向
●

　

月
５

24
日
（水）　

時
９

30

17
時
30
分

市と一緒に取り組む
協働事業などの実施団体を募集します本庁舎

２階 22番 市民協働推進課市民協働推進係　　(24) ０４５２

月
５
）
方
る
す
住
居
に
区
地

25
日

（木）　

10

14
時

】
票
開
【

月
５

28
日
（日）　　　　　　

20
時
45

】
券
場
入
票
投
【

月
５

21
日
（日）

で
ま

送
郵
に
宛
主
帯
世
を
分
帯
世
一
同
に

】
報
公
挙
選
【

月
５

26
日
（金）

で
ま

定
予
る
す
布
配
に

ち
報
広
、
は
ど
な
報
速
票
開
投
※

。
す
ま
し
載
掲
に
号
月
５
せ
と



係
挙
選
課
挙
選

本庁舎
３階32番

(24)

５
９
７
０

くらし
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くらし



シ
ル
バ
ー
お
で
か
け
パ
ス

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

企
画
部
主
幹

（
交
通
政
策
担
当
）

本庁舎
４階 43 番

(24)
０
８
９
７

くらし
　
「
シ
ル
バ
ー
お
で
か
け
パ
ス
」
を

利
用
す
る
と
、
指
定
の
バ
ス
に
１

回
１
０
０
円
で
乗
車
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
75
歳

以
上
の
方
（
平
成
30
年
３
月
31
日

（土）
ま
で
に
75
歳
に
な
る
方
も
対
象
）

※
申
請
済
の
方
は
、更
新
不
要
で
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
①
カ
ラ
ー

の
顔
写
真（
４
・５
㌢
×
３
・５
㌢
）、

②
印
鑑
、
③
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

（
対
象
者
本
人
が
持
参
）

【
利
用
で
き
る
バ
ス
】
始
発
の
バ
ス

停
を
10
時
～
16
時
ま
で
に
出
発
す

る
市
内
路
線
バ
ス
（
中
央
バ
ス
、
千

歳
相
互
観
光
バ
ス
、
道
南
バ
ス
、
あ

つ
ま
バ
ス
）　

バ
ス
停
留
所
や
時

刻
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

※
中
央
バ
ス
「
千
歳
線
」（
札
幌

タ
ー
ミ
ナ
ル
～
千
歳
駅
前
間
）
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
あ
つ
ま
バ
ス
「
千
歳
線
」
は
、

千
歳
駅
～
新
千
歳
空
港
間
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
春
の
市
民
火
災
予
防
運
動

【
実
施
期
間
】
４
月
20
日
～
30
日

◎
全
道
統
一
防
火
標
語
「
消
し
ま

し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の

場
所
で
」

～
あ
な
た
の
お
家
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
大
丈
夫
で
す
か
？
～

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
今
一
度
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
な
ぜ
設
置
（
維
持
管
理
）
が
必
要
？

　

火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
６
割

が
「
発
見
の
遅
れ
」
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の

発
生
を
早
期
に
知
ら
せ
、
あ
な
た
や

家
族
の
命
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

★
誰
が
取
り
付
け
る
の
？

　

持
ち
家
は
、
所
有
者
が
、
ア
パ

ー
ト
・
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
は
、

オ
ー
ナ
ー
と
借
受
人
が
協
議
し
て

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
感
知
器
の
設
置
場
所
は
？

▼
寝
室
（
子
ど
も
が
就
寝
す
る
部

屋
も
含
む
）
▼
階
段
（
２
階
以
上

に
寝
室
が
あ
る
と
き
）
▼
台
所

※
詳
細
は
、
消
防
本
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
買
い
替
え
時
は
？

　

古
く
な
る
と
部
品
の
寿
命
や
電

池
切
れ
な
ど
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で



４
月
20
日
～
30
日
は
、
春

の
市
民
火
災
予
防
運
動

消
防
本
部

予
防
課
予
防
係

消防本部
２階

(23)
０
４
２
０

くらし

　

市
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す

る
市
政
情
報
の
提
供
は
、
全
世
帯

を
対
象
と
す
る
手
段
と
し
て
、
広

報
紙
（
広
報
ち
と
せ
・
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
）
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
に
は
、
市
政
情
報
の
ほ

か
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
掲
載
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
紙
の
発
行
日
に
間

に
合
わ
な
い
と
き
、
急
を
要
す
る

と
き
な
ど
は
、
広
報
紙
を
補
完
す

る
手
段
と
し
て
、千
歳
民
報
に「
市

役
所
だ
よ
り
」
の
枠
を
設
け
て
掲

載
す
る
ほ
か
、
新
聞
社
な
ど
、
各

報
道
機
関
で
構
成
す
る
「
市
政
記

者
ク
ラ
ブ
」
を
通
じ
て
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
各
担
当
課
で
は
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
印
刷
物
を

配
布
す
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
向
や
意
見
を
把
握
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
市

長
へ
の
手
紙
」、「
市
長
へ
の
ポ
ス

ト
」、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

春
に
な
る
と
、
カ
ラ
ス
は
繁
殖

の
た
め
巣
作
り
を
始
め
ま
す
。

　

卵
を
産
む
前
の
野
鳥
の
巣
は
、
法

律
上
、
誰
で
も
撤
去
で
き
ま
す
。

個
人
の
敷
地
内
に
あ
る
巣
は
、
土

地
の
所
有
者
や
管
理
者
の
責
任
で

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
市
は
、
撤

去
し
ま
せ
ん
（
左
記
で
巣
を
見
つ

け
た
と
き
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。



個
人
敷
地
の
「
カ
ラ
ス
の

巣
」
は
、自
ら
の
責
任
で
！

環
境
課
自
然
環
境
係

本庁舎
３階 34 番

(24)
０
５
９
７

くらし場所 連絡先

公園・緑地 千歳市環境整備事業協同組合 (24)１３６６

市営住宅内公園･緑地 千歳市営住宅窓口センター  ０８００
 (800)１９４５

市道の街路樹 道路管理課  (24)０４０６
小中学校の敷地 教育委員会企画総務課 (24)０８２９
末広
第１･第２霊園 千歳市シルバー人材センター (26)２２７７
防衛省移転跡地 千歳防衛事務所 (23)３１４５
サーモンパークの敷地 観光事業課 (24)０３６６



市
か
ら
の
情
報
提
供
に
つ

い
て広

報
広
聴
課
広
報
係

本庁舎
２階 22 番

(24)
０
１
０
４

くらし

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
在
学
中

に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
」
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。
平

成
29
年
度
の
申
請
は
、
４
月
か
ら

受
付
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
、
平
成
29
年
度
も

同
じ
学
校
に
在
学
す
る
方
で
、
４

月
中
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
申
請
書
（
は
が
き
）
が
送
付
さ

れ
た
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
返
送
す
る
こ
と
で
申
請
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

年
金
手
帳
、
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
印
鑑

※
退
職
後
に
学
生
に
な
っ
た
方
は
、

離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
。

【
猶
予
の
対
象
と
な
る
所
得
基
準
】

　
学
生
本
人
の
前
年
度
所
得
が
１
１
８

万
円
以
下
（
基
準
額
を
超
え
る
と

き
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

※
一
部
の
学
校
は
、対
象
外
で
す
。

※
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

結
婚
・
離
婚
、
就
職
・
退
職
し
た
と

き
は
、
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。



国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
の
申
請
受
付
中

市
民
課
年
金
係

本庁舎
１階２番

(24)
０
２
６
７

くらし

危
険
で
す
。
10
年
を
目
安
に
買
い

替
え
し
、
わ
が
家
と
か
け
が
え
の

な
い
家
族
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information

くらし
　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
目
的
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
太
陽

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に

導
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】市
内
に
居
住
し（
予
定
含
む
）

一
般
住
宅
（
新
築
含
む
）
を
所
有
す

る
、
次
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方

▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
太
陽

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

（
ち
と
せ
プ
レ
ミ
ア
ム
リ
フ
ォ
ー

ム
券
を
利
用
し
て
設
置
す
る
対
象

機
器
は
、
補
助
対
象
外
）

▼
機
器
設
置
の
工
事
着
工
前
に
申
請

し
、
平
成
30
年
３
月
15
日

（木）
ま
で
に

必
要
書
類
が
提
出
で
き
る
方

▼
市
税
に
滞
納
が
な
い
方

▼
市
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
と
１
年
間

の
環
境
モ
ニ
タ
ー
に
協
力
で
き
る
方



エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

環
境
課
環
境
計
画
係

本庁舎
３階34番

(24)
０
５
９
０

くらし

　

農
村
地
域
の
高
速
無
線
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
事
業
化
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
２
月
28
日

（火）
を
期
限
と

し
て
募
集
し
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
期
日
ま

で
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

【
対
象
】
幌
加
、
協
和
、
新
川
、
東

丘
、
泉
郷
、
中
央
、
祝
梅
、
根
志

越
な
ど
、
光
回
線
網
が
未
整
備
の

地
域
に
居
住
す
る
方

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

【
申
込
先
】
行
政
管
理
課
、
東
部
支
所

【
申
込
期
限
】
４
月
28
日

（金）



農
村
地
域
の
高
速
無
線
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
信
事
前
申
し
込
み

行
政
管
理
課

情
報
シ
ス
テ
ム
係

本庁舎
３階30番

(24)
０
５
１
９

くらし
【
対
象
】
地
域
で
元
気
に
介
護
予
防

活
動
を
し
て
い
る
会
員
10
人
以
上

の
高
齢
者
の
任
意
団
体
（
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
を
除
く
）

　《
申
請
書
配
布･

説
明
会
》

【
と
き
】
４
月
19
日

（水）　

10
時
～

　
　
　

  

４
月
25
日

（火）　

14
時
～

【
と
こ
ろ
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
402
号

【
申
請
期
間
】
４
月
20
日
～
５
月
15
日

※
補
助
金
額
は
、
事
業
対
象
経
費

の
合
計
額
の
２
分
の
１
の
額（
３
万

円
が
限
度
）



地
域
介
護
予
防
活
動
実
施
団
体

の
事
業
経
費
を
補
助
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課

介
護
予
防
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
４

くらし

　

９
月
に
開
設
す
る
休
日
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は
「
さ
さ
え

ー
る
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
称
を
募

集
し
た
結
果
、
58
人
の
方
か
ら
82

件
の
応
募
が
あ
り
、
覚
え
や
す
さ
、

親
し
み
や
す
さ
、
救
急
医
療
機
関

と
し
て
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
い
る

か
な
ど
の
観
点
か
ら
、
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

　《
選
考
結
果
》

【
最
優
秀
賞
】「
さ
さ
え
ー
る
」

　

溝
口
あ
や　

さ
ん（
清
流　

39
歳
）

【
命
名
理
由
】「
さ
さ
」
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
トSaSa

は
、Support

（ 

支

え
る
）and　

Safe

（
安
全
）、「
え

ー
る｣

は
、
市
民
の
健
康
を
応
援

す
るyell

の
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
に
覚

え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】「
げ
ん
き
ナ
ー
レ
」

　

木
村
明
日
香　

さ
ん（
大
和　

８
歳
）

【
優
秀
賞
】「
き
ゅ
っ
き
ゅ
」

　

髙
鶴
美
貴　

さ
ん（
北
陽　

26
歳
）



休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

の
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た

救
急
医
療
課
管
理
係

福祉センター
３階

(24)
０
８
９
２

くらし

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
助
成
事

業
に
登
録
を
希
望
す
る
事
業
所
を

募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
で
次
の
い
ず
れ
か
の

事
業
を
営
み
、
市
税
の
滞
納
が
な

い
事
業
者

▼
公
衆
浴
場
ま
た
は
入
浴
施
設

▼
公
共
の
浴
用
に
供
す
る
温
泉
施
設

▼
路
線
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
行

▼
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
て

　

行
う
患
者
な
ど
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス

▼
特
定
の
地
域
を
対
象
と
し
て
設

　

置
す
る
バ
ス
運
行
協
議
会

▼
理
容
師
法
ま
た
は
美
容
師
法
に

　

定
め
る
事
業
者

▼
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、

　

は
り
師
、
き
ゅ
う
師
な
ど
に
関

　

す
る
法
律
に
定
め
る
事
業
者

【
申
込
書
類
】
申
込
書
（
市
指
定
用

紙
）、
営
業
許
可
書
な
ど
の
写
し
、

納
税
証
明
書

※
申
込
書
は
、
高
齢
者
支
援
課
で

配
布
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
４
月
11
日
～
28
日

※
年
度
途
中
で
の
登
録
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

年
間
、
約
３
３
０
０
件
を
超
え

る
救
急
事
案
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

防
衛
省
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
を
活
用
し
、
救
急
車

を
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
に
は
、
心
電
図
伝
送

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
お
り
、
市

民
病
院
（
協
力
医
療
機
関
）
と
の

連
携
に
よ
り
、
一
層
の
救
命
率
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



防
衛
省
調
整
交
付
金
事
業
で

救
急
車
を
更
新
し
ま
し
た

消
防
本
部

警
防
課
防
災
企
画
係

消防本部
２階

(23)
０
３
２
０

くらし



福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
の
新
規
指

定
事
業
者
の
登
録
を
受
付
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課

高
齢
福
祉
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
５

くらし



視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
給
付
拡
大
に
つ
い
て

障
が
い
者
支
援
課

障
が
い
福
祉
係

本庁舎
１階８番

(24)
０
３
２
７

くらし
　

４
月
１
日
か
ら
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
視
覚
障
害
２
級
以
上
の
方

を
対
象
に
、
日
常
生
活
用
具
の
対

象
品
目
に
視
覚
障
害
者
用
物
品
識

別
装
置
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

※
基
準
額
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】
申
請
書
（
市
指
定
用

紙
）
な
ど
の
必
要
書
類
を
持
参　

（
郵
送
不
可
）

※
申
請
書
は
、
環
境
課
か
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

【
申
請
期
間
】
４
月
10
日
～
平
成
30

年
１
月
31
日

※
補
助
額
が
予
算
額
に
達
し
た
と

き
は
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。
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納
税
課　

(　
（24）
０
１
６
９

市
税
の
納
付
は
、便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？　

今
月
の
市
税
納
付
夜
間
相
談
日
は
、28
日

（金）
（
18
時
～
20
時
）
で
す
。

手当の種類 ３月まで ４月から

①児童扶養手当 ※
全部支給 42,330円 42,290円

一部支給  　 9,990円
～42,320円

　 9,980円
～42,280円

②特別児童扶養手当
１級 51,500円 51,450円
２級 34,300円 34,270円

③障害児福祉手当 14,600円 14,580円
④特別障害者手当 26,830円 26,810円
⑤経過的福祉手当 14,600円 14,580円

くらし
①
②
こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も

家
庭
係 　
　

(24)
０
３
２
８

③
④
⑤
障
が
い
者
支
援
課
障
が

い
福
祉
係  　

(24)
０
３
２
７

４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
な
ど

の
額
が
改
定
に
な
り
ま
し
た

本庁舎１階
８番・６番



【
内
容
】
本
庁
舎
の
狭き

ょ
う
あ
い
か

隘
化
、
教

育
委
員
会
庁
舎
の
老
朽
化
、
庁
舎

の
分
散
化
な
ど
の
課
題
を
解
消
す

る
た
め
、
平
成
31
年
３
月
の
使
用

開
始
を
目
指
し
て
第
２
庁
舎
の
建

設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
２
庁
舎
は
、
来
庁
者
の
駐
車

場
を
確
保
す
る
た
め
、
市
民
庭
園

側
（
左
図
参
照
）
に
建
設
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
市
民
庭
園
と
駐

車
場
の
一
部
の
利
用
を
制
限
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
工
事
期
間
】

▼
準
備
工
事　

平
成
29
年
５
月
～

９
月

▼
本
体
工
事　

平
成
29
年
10
月
～

平
成
31
年
２
月

▼
市
民
庭
園
再
整
備
工
事　

平
成

31
年
３
月
～
12
月



第
２
庁
舎
建
設
に
伴
い
市
民
庭

園
な
ど
の
利
用
を
制
限
し
ま
す

総
務
課
総
務
係

本庁舎
２階 20 番

(24)
０
１
０
９

くらし

　

水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用

料
の
改
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
し
ま
す
。

【
公
募
期
間
】
４
月
13
日
～
５
月
12
日

【
案
の
公
表
場
所
】
水
道
局
（
２

階
総
務
課
）、
市
民
ロ
ビ
ー
（
市
役

所
１
階
）、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市



水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
改
定

（
案
）
へ
の
意
見
を
公
募
し
ま
す

水
道
局
総
務
課
主
査

（
経
営
企
画
担
当
）

水道局庁舎
２階

(24)
３
２
５
２

募集

くらし

募集

役
所
２
階
）、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
）、
図
書
館
、
公
民
館
、

市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ナ

ク
ー
ル
）、
各
コ
ミ
セ
ン
、
各
支
所
、

千
歳
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
意
見
の
提
出
方
法
】
案
の
公
表

場
所
に
設
置
し
て
あ
る
意
見
書（
市

指
定
用
紙
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
意
見
箱
に
投
入
す
る
か
、
住

所
、氏
名（
法
人
そ
の
他
の
団
体
は
、

事
務
所
ま
た
は
事
業
所
名
）、
連
絡

先
の
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
意
見
書
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

意
見
と
し
て
扱
い
ま
せ
ん
。

※
意
見
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

【
提
出
先
】
〒
066
‐
8686　

東
雲
町

３
丁
目
２
‐
５　

千
歳
市
水
道
局
総

務
課
主
査
（
経
営
企
画
担
当
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
(22)
８
８
１
０　

Ｅ
メ
ー
ル

suidosom
u@
city.chitose.lg.jp

　

や
す
ら
ぎ
の
里
千
歳
霊
園
の
貸

付
を
開
始
し
ま
す
。

【
対
象
】
３
年
以
内
に
墓
石
を
建

立
す
る
方（
市
外
に
在
住
の
方
は
、

別
途
、
要
件
が
あ
り
ま
す
）

【
貸
付
数
】
４
㎡
規
制　

17
区
画

千歳霊園の規格 ･ 使用料 ･ 管理料 ( 円 )

規格 市内在住の方 市外在住の方
使用料 管理料 使用料 管理料

４㎡規制 254,000 130,680 342,900 130,680
４㎡自由 202,000 130,680 272,700 130,680
６㎡自由 333,000 196,020 449,550 196,020
８㎡自由 432,000 226,800 583,200 226,800
※料金は、申込後２週間以内に納入してください。
※市民生活課でパンフレットを配布しています。



や
す
ら
ぎ
の
里
千
歳
霊
園

の
貸
付
を
開
始
し
ま
す

市
民
生
活
課

生
活
環
境
係

本庁舎
３階 36 番

(24)
０
２
６
１

募集

市民
ホール本庁舎

（事務棟）

本
庁
舎

（
議
会
棟
）

市民庭園
（再整備）

第２庁舎
（増築）

千歳川

仲
の
橋
通
り

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
が
２
人

以
上
の
と
き
、
２
人
目
は
全
部
支
給

９
９
９
０
円
、
一
部
支
給
５
０
０
０

円
～
９
９
８
０
円
、３
人
目
以
降
は
、

１
人
に
つ
き
全
部
支
給
５
９
９
０
円
、

一
部
支
給
３
０
０
０
円
～
５
９
８
０

円
加
算
さ
れ
ま
す
。

【
抽
選
日
】
５
月
17
日
（水）　

受
付

９
時
～
９
時
50
分　

抽
選
10
時
～

【
抽
選
場
所
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

402
号

【
申
込
方
法
】
抽
選
日
に
受
付

【
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
】
申
請

者
の
本
籍
地
が
記
載
さ
れ
た
住
民

票
、
印
鑑
（
代
理
の
方
は
、
委
任

状
が
必
要
）

※
昨
年
度
ま
で
の
残
区
画
は
、
12

月
28
日
（木）
ま
で
随
時
受
付
中
。

　

市
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
（
Ｕ

Ｒ
Ｌ
）
を
変
更
し
ま
し
た
。

【
変
更
日
】
３
月
30
日
（木）

【
変
更
前
】http://w

w
w
.city.chi

tose.hokkaido.jp/

【
変
更
後
】http://w

w
w
.city.chi

tose.lg.jp/

※
市
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

＠
マ
ー
ク
以
降
を
「@

city.chitose.
lg.jp

」
に
変
更
し
ま
し
た
。



千
歳
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ア
ド
レ
ス
変
更
に
つ
い
て

行
政
管
理
課

情
報
シ
ス
テ
ム
係

本庁舎
３階 30 番

(24)
０
５
１
９

くらし
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information

【
職
種･

採
用
予
定
人
員
】

病
院
事
務
職　

若
干
名

【
資
格
】
昭
和
52
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
次
の
①
～
④
の
い

ず
れ
か
の
資
格
ま
た
は
医
療
事
務

（
診
療
情
報
管
理
業
務
、
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
業
務
、
診
療
報
酬
請

求
業
務
な
ど
）
に
関
す
る
実
務
経

験
を
３
年
以
上
有
す
る
方

①
四
病
院
団
体
協
議
会
お
よ
び

（
公
財
）
医
療
研
修
推
進
財
団
が

付
与
す
る
診
療
情
報
管
理
士
、
②

日
本
医
療
情
報
学
会
が
付
与
す
る

医
療
情
報
技
師
、
③
日
本
医
療
保

険
事
務
協
会
が
行
う
診
療
情
報
請

求
事
務
能
力
認
定
（
医
科
に
限

る
）、
④
社
会
福
祉
士

※
採
用
後
、市
内
居
住
が
可
能
な
方
。



市
民
病
院
の
職
員
を
募
集

し
ま
す

市
民
病
院
事
務
局

総
務
課
総
務
係

市民病院
２階

募集

(24)
３
０
０
０
内
線
233

【
内
容
】
環
境
活
動
ス
ク
ー
ル
と

は
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境
へ
の
意

識
を
育
て
る
環
境
学
習
の
進
級
・

認
定
制
度
で
す
。
環
境
関
連
行
事

へ
の
参
加
な
ど
、
回
数
に
応
じ
て

進
級
認
定
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す

【
対
象
】
小
学
３
年
生
～
中
学
生

【
申
込
方
法
】
申
込
書
（
市
指
定
用

紙
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
申
込
書
は
、
環
境
課
ま
た
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

※
参
加
者
に
は
、
取
り
組
み
内
容

を
記
録
す
る
「
エ
コ
活
ノ
ー
ト
」

を
配
布
し
ま
す
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市
市
民
環
境
部

環
境
課
環
境
計
画
係

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（22）
８
８
５
３



環
境
活
動
ス
ク
ー
ル
制
度
（
エ

コ
活
）
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

環
境
課
環
境
計
画
係

本庁舎
３階34番

(24)
０
５
９
０

募集

　

電
動
生
ご
み
処
理
機
、
コ
ン
ポ
ス

ト
な
ど
の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
方

【
申
請
手
順
】
①
指
定
の
申
込
書
を

市
に
提
出
、
②
助
成
金
交
付
決
定
通

知
書
を
受
領
後
、
市
内
販
売
店
で
生

ご
み
処
理
機
な
ど
を
購
入
、
③
市
に

交
付
請
求
書
な
ど
を
提
出

※
市
外
の
販
売
店
や
通
信
販
売
な

ど
に
よ
る
購
入
は
対
象
外
で
す
。

※
平
成
20
年
度
以
降
に
助
成
を
受

け
た
方
は
、
同
じ
品
目
の
助
成
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
（
品
目
が
異
な
る
と

き
は
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
）。

※
②
の
交
付
決
定
前
に
購
入
し
た

方
は
、助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
申
込
書
の
提
出
方
法
】
申
込
書

を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
環
境
課

（
市
役
所
３
階
34
番
窓
口
）
に
持
参

※
申
込
書
は
、
市
内
販
売
店
、
環

境
課
、
千
歳
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
0012　

美
々
758
‐
54

千
歳
市
環
境
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対

策
課
資
源
循
環
推
進
係

助
成
の
内
容

対象品目 電動生ごみ処理機（１世帯１台まで）

助成金額 購入金額の50％（20,000円以内）

台数 10 台（申込順）

対象品目 コンポスト ･密閉式容器（１世帯２台まで）

助成金額 購入金額の50％（３,000円以内)

台数 70 台（申込順）



「
生
ご
み
処
理
機
」
な
ど

の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

廃
棄
物
対
策
課

資
源
循
環
推
進
係

環境セン
タ－

(23)
２
１
１
０

くらし

※
同
時
購
入
し
た
必
要
な
消
耗
品

（
発
酵
促
進
剤
・
消
臭
剤
・
防
虫

剤
な
ど
）
も
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

募集

【
初
任
給
】

大
学
４
卒　

17
万
８
２
０
０
円

短
大
２
卒　

15
万
８
８
０
０
円

【
試
験
日
程
】
第
１
次
試
験
（
適

性
検
査
、
小
論
文
、
面
接
）
６
月

３
日
（土）　

９
時
～
17
時　

市
民
病

院
２
階
講
義
室
（
予
定
）

※
第
２
次
試
験
（
身
体
検
査
）
第

１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】
10
月
１
日
（日）

※
早
期
採
用
が
可
能
な
と
き
、
８

月
１
日
以
降
の
採
用
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
書
類
】申
込
書
・
履
歴
書（
指

定
用
紙
）、
資
格
証
明
書
の
写
し

な
ど
（
資
格
証
明
書
の
写
し
は
、

受
験
資
格
①
～
④
の
条
件
で
受
験

す
る
方
）。

※
申
込
書
類
な
ど
は
、
市
民
病
院

事
務
局
総
務
課
ま
た
は
市
民
病
院

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

【
申
込
期
限
】
５
月
26
日
（金）

※
郵
送
の
と
き
は
、
簡
易
書
留
郵

便
で
同
日
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
8550　

北
光
２
丁

目
１
‐
１　

市
立
千
歳
市
民
病
院

事
務
局
総
務
課
総
務
係



市
営
住
宅
は
、
５
月
に
入

居
者
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
課

住
宅
管
理
係

本庁舎
３階31番

(24)
０
４
２
７

募集
　

５
月
に
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
、
５

月
10
日
発
行
の
「
広
報
ち
と
せ
」

に
掲
載
し
ま
す
。

※
５
月
１
日
以
降
は
、
千
歳
市
営

住
宅
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
(23)
２
４
９
２

【
申
込
開
始
】
４
月
10
日
（月）
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市役所からのお知らせ　　information

募集

【
募
集
人
員
】１
人（
非
常
勤
職
員
）

【
勤
務
内
容
】
学
校
体
育
館
一
般
開

放
に
と
も
な
う
管
理
業
務

【
勤
務
先
】
駒
里
小
中
学
校
（
平

日
勤
務
）

【
対
象
】
夜
間
勤
務
が
可
能
で
心
身

と
も
に
健
康
な
方

【
報
酬
】
１
勤
務
２
３
０
０
円

※
通
勤
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
任
用
期
間
】
５
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で（
再
任
用
あ
り
）

【
勤
務
時
間
】
19
時
～
21
時
（
利
用

希
望
が
あ
る
と
き
の
み
の
勤
務
）

【
申
込
方
法
】
４
月
19
日
（水）
ま
で
に

履
歴
書
（
市
指
定
用
紙
）
を
持
参

※
履
歴
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

で
配
布
し
ま
す
。



学
校
施
設
開
放
管
理
指
導

員
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
施
設
係

教育委員会
庁舎 １階

(24)
０
８
５
５

募集

　

市
営
プ
ー
ル
、
学
校
プ
ー
ル
の



市
営･

学
校
プ
ー
ル
の
管

理
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
施
設
係

教育委員会
庁舎 １階

(24)
０
８
５
５

募集
　

成
人
対
象
の
各
種
検
診
保
健
指

導
業
務
を
行
う
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
１
人

【
資
格
】
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

の
資
格
を
有
す
る
方　

【
勤
務
内
容
】
成
人
対
象
の
各
種
検

診
保
健
指
導
業
務
、
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
や
事
務
な
ど

【
勤
務
先
】
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

【
勤
務
日
数
】
月
８
日
～
10
日
程
度

【
勤
務
時
間
】
８
時
45
分
～
17
時
15
分

【
報
酬
】
保
健
師　

日
額
９
２
０
０

円　

看
護
師　

日
額
８
６
０
０
円

※
通
勤
費
別
途
支
給
し
ま
す
。

【
任
用
期
間
】
６
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日

【
申
込
方
法
】
４
月
28
日
（金）
ま
で
に

履
歴
書
（
市
指
定
用
紙
）、
資
格

証
明
書
の
写
し
を
持
参

※
履
歴
書
は
、
市
民
健
康
課
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

※
採
用
に
あ
た
り
、
面
接
が
あ
り

ま
す
。



各
種
検
診
保
健
指
導
業
務
を
行

う
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
健
康
課

市
民
健
康
係

福祉セン
ター１階

(24)
０
３
６
４

募集

　

予
防
接
種
業
務
な
ど
を
行
う
非

常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
資
格
】
保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方



予
防
接
種
業
務
な
ど
を
行
う

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

母
子
保
健
課

母
子
保
健
係

福祉セン
ター１階

(24)
０
７
７
１

募集

　

平
成
30
年
１
月
７
日
（日）
に
開
催



は
た
ち
の
つ
ど
い
を
企
画
す

る
新
成
人
を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
教
育
部

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

教育委員会
庁舎 １階

(24)
０
８
４
８

募集

す
る
成
人
式「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

の
企
画
や
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を

述
べ
る
新
成
人
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
６
人
程
度

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
平
成
９

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
平
成

29
年
度
新
成
人
対
象
者
）
で
、
６

月
か
ら
平
日
の
夜
間
に
５
回
程
度

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

【
申
込
方
法
】
５
月
19
日
（金）
ま
で

に
市
販
の
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は

郵
送
で
申
し
込
み

※
郵
送
の
と
き
は
、
当
日
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市
教
育
委
員
会

教
育
部
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

管
理
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
40
人

【
勤
務
内
容
】
プ
ー
ル
の
清
掃
や
監

視
、
水
質
管
理
な
ど

【
勤
務
先
】
青
葉
、
北
栄
、
北
斗
、

信
濃
、
北
陽
、
日
の
出
、
末
広
、

向
陽
台
、
駒
里
、
東
の
各
プ
ー
ル

※
勤
務
先
は
、
希
望
に
添
え
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
体
制
】
平
日　

午
前
１
人
、

午
後
２
人　

土･

日･

祝
日
・
夏

休
み
期
間
中　

午
前
午
後
と
も
２
人

※
週
４
日
程
度
の
勤
務
（
プ
ー
ル

に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
）。

【
勤
務
時
間
】
８
時
45
分
～
17
時
15

分
の
中
で
シ
フ
ト
勤
務

※
北
陽
プ
ー
ル
は
、
７
時
45
分
～

17
時
15
分
の
中
で
シ
フ
ト
勤
務
。

【
報
酬
】
日
額
６
３
０
０
円

※
通
勤
費
別
途
支
給
し
ま
す
。

【
任
用
期
間
】
６
月
中
旬
～
９
月
中
旬

【
申
込
方
法
】
５
月
11
日
（木）
ま
で
に

履
歴
書
（
市
指
定
用
紙
）
を
持
参

※
履
歴
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

で
配
布
し
ま
す
。

【
勤
務
内
容
】
予
防
接
種
業
務
な
ど

【
勤
務
先
】
母
子
保
健
課
（
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
）

【
勤
務
日
数
】
月
４
日
程
度

【
勤
務
時
間
】
８
時
45
分
～
17
時
15
分

※
事
業
内
容
に
よ
っ
て
、
半
日
勤

務
日
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
報
酬
】
日
額
８
８
０
０
円

※
通
勤
費
別
途
支
給
し
ま
す
。

【
任
用
期
間
】
５
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
４
月
28
日
（金）
ま
で
に

履
歴
書
（
市
指
定
用
紙
）、
資
格

証
明
書
の
写
し
を
持
参
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
み

※
郵
送
の
と
き
は
、
当
日
必
着
。

※
履
歴
書
は
、
母
子
保
健
課
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

※
採
用
に
あ
た
り
、
面
接
が
あ
り

ま
す
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
8686　

東
雲
町

２
丁
目
34　

千
歳
市
保
健
福
祉
部

母
子
保
健
課
母
子
保
健
係



国
保
制
度
上
の
世
帯
主
に

変
更
で
き
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
、
安

　
心
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」
で

　　

16広報ちとせ 平成 29(2017) 年４月号
　後期高齢者医療保険料の納付相談は、国保医療課まで
　【詳細】国保医療課収納係　(24)０２８７　

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、

世
帯
主
が
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

世
帯
主
自
身
が
国
保
に
加
入
し

て
い
な
く
て
も
、
家
族
が
加
入
し

て
い
る
と
き
は
、
擬
制
世
帯
主
と

し
て
、
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
を
完
納
し
、

世
帯
主
の
同
意
が
あ
れ
ば
加
入
者

を
国
保
制
度
上
の
世
帯
主
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募集

　
　
国
保
医
療
課

　
　
国
保
料
係

　
　

(　
(24)
０
２
７
９

【詳細】

　

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information

市役所からのお知らせ　information

今月のごみ減量 ･リサイクル標語

ごみへらし　町がきれいで
気持ちいい

標語作成者　福
ふくやま

山　結
ゆ う き

生　さん

リサイクル　地球のためにも
再利用

標語作成者　浅
あ さ の

野　七
な な み

海　さん

「千歳市ゴミチェッカー」
を作成しました

　家庭から排出される家庭ご
み（約 1,000 品目）の分別方
法や収集日など、パソコンや
スマートフォンなどを使って
簡単に検索・確認できるアプ
リ「千歳市ゴミチェッカー」を
作成しました。
　このアプリは、４月 3 日か
らアクセスできます。
※市のホームページや市民カ
レンダー 4 月号で配布する「平
成 29 年度クリーンシティちと
せ」にも記載がありますので
ご活用ください。

【使用方法】
①スマートフォンやタブレッ
トから、上記のコードに端末を
かざしてアクセスすると、ごみ
の品目が表示されます。
　一覧の中から品目をタップ
するか画面上の検索欄に品目
を入力すると、ごみの分別区分
が確認できます。
②ごみの収集日は、画面下の「ご
み収集日をチェック !」または

「ゴミかれんだー」をタップし、
お住まいの地域の一覧から選ぶ
か、検索欄に地域を入力し、確
認してください。

http://www.cit
y.chitose.hokka
ido.jp/gomi/gom
ichecker.html

相談



相談 臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育

て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

こ
ど
も
家
庭
課

児
童
相
談
係(24)

０
９
３
５
本庁舎

１階６番

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
臨
床
心

理
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も
の
保
護
者
（
相
談

は
無
料
で
す
）

●
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー

【
と
き
】
４
月
21
日
、
５
月
26
日
、

６
月
９
日
、
７
月
７
日　
（
10
時
～

16
時
45
分
）

●
げ
ん
き
っ
こ
セ
ン
タ
ー

【
と
き
】
５
月
13
日
、
６
月
16
日

　
（
10
時
～
16
時
45
分
）

※
各
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
（
平
日
の
９
時
～

17
時
）。

【
募
集
人
員
】
各
１
人

【
勤
務
時
間
】
１
週
ま
た
は
４
週
を

平
均
し
て
、
１
週
に
つ
き
29
時
間

勤
務（
社
会
保
険
、雇
用
保
険
適
用
）

【
試
験
日
程
】
第
１
次
試
験
（
適
性

検
査
・
作
文
・
面
接
）
市
役
所
議
会
棟

大
会
議
室
）
⑤
４
月
27
日
（木）
、
①
②
③

④
５
月
14
日
（日）　

９
時
～
17
時
（
予
定
）

【
任
用
期
間
】
７
月
１
日
～
平
成
30

年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書
・
履
歴

書
（
市
指
定
用
紙
）、
資
格
証
明

書
の
写
し
な
ど

※
申
込
書
な
ど
は
、
職
員
課
か
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
４
月
19
日
（水）
（
申
し
込



第
１
種
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す

職
員
課
人
事
係

本庁舎
４階 41 番

(24)
０
５
０
２

募集

職種/勤務場所/年齢要件/月額報酬 資格 職務内容

保健師
①

高齢者支援課
▶保健師の資格▶普通自動車運転免許を
有する方

介護給付金費適正
化のためのケアプ
ラン点検など昭和37年４月２日以降に

生まれた方／170,600円

保健師
②

市民健康課 ▶保健師の資格を有する方▶特定保健指
導の実務経験がある方▶普通自動車運転
免許を有する方

特定健診・特定保
健指導、受診勧奨
など昭和41年４月２日以降に

生まれた方／170,600円

療育
支援
専門員
③

こども療育課 ▶短大卒以上▶次のいずれかの要件を満た
す方 ①保育士または教育職員免許（幼稚園･
小学校･特別支援学校など）の資格 ②臨床
心理士または臨床発達心理士の資格③大学
または大学院で教育学､発達心理学･児童心
理学のいずれかを専修する学科･課程を修め
卒業▶普通自動車運転免許を有する方

通園センターでの
療育指導、保育所
などへの訪問によ
る保護者支援や発
達支援計画作成業
務など

昭和31年４月２日
～平成６年４月１日
／143,100円

交流
保育
保育士
④

こども療育課 ▶短大卒以上▶保育士または教育職員免許
（幼稚園･小学校･特別支援学校など）の資格
▶障がい児療育、保育、教育のいずれかの実
務経験▶普通自動車運転免許を有する方

こども通園センター
での療育、保育所
との交流保育など

昭和31年４月２日
～平成３年４月１日
／143,100円

児童
指導員
⑤

子育て総合支援センター ▼次のいずれかの要件を満たす方 ①保育士
の資格、教育職員普通免許（幼稚園･小中学
校など）もしくは社会福祉士の資格、②大
学または大学院で社会福祉学､心理学､教育
学､社会学､芸術学もしくは体育学を専修す
る学科･研究科またはこれらに相当する課程
を修め卒業 ③高卒以上で保育所や児童相談
所などで２年以上の実務経験を有する方

児童の健全育成業務昭和28年４月２日
～平成９年４月１日
／143,100円

み
は
、
平
日
の
８
時
45
分
～
17
時
15
分
）

※
郵
送
の
と
き
は
、
同
日
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066
‐
8686　

東
雲
町
２
丁

目
34　

千
歳
市
総
務
部
職
員
課
人
事
係



皆
さ
ん
の
「
声
」
に
お
答
え
し
ま
す
。

17 広報ちとせ 平成 29(2017) 年４月号

「声のらん」は、主に「市長への手紙・ポスト」や「広報広聴モニター」の声と､その答えをご紹介しています。このほかに､皆さんからの一
般的な質問などもご紹介しますので、疑問に思っていることなどを､お手紙などでお寄せください。ただし、他の市民の方にも参考になる内
容を採用させていただくため、全てを掲載することはできません。また、質問の内容を確認する必要上、お手紙には必ず連絡先と名前をご記
入ください。　【〒066-8686／千歳市東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

声のらん

《
50
歳
代
男
性
》

］

［
企
画
課
企
画
調
整
係

(24)
０
４
３
９

４
月
か
ら
、
就
職
の
た
め

千
歳
を
離
れ
る
長
男
が
い

ま
す
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
22
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
、
ふ
る
さ
と
千
歳
市
に
、
何

ら
か
の
形
で
恩
返
し
す
る
方
法
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

ふ
る
さ
と
に
恩
返
し
す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
…
？

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
い

う
制
度
が
あ
る
の
を
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？　

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
都
会

で
就
職
し
、
そ
こ
に
納
税
す
る
人
が

多
い
た
め
、「
そ
の
一
部
を
生
ま
れ

故
郷
に
還
元
で
き
た
ら
…
」
と
い
う

考
え
を
も
と
に
、
平
成
20
年
か
ら
始

ま
っ
た
制
度
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
と
、
寄
附

を
さ
れ
た
方
は
、
年
収
に
対
応
す
る

控
除
対
象
額
ま
で
な
ら
、
２
０
０
０

円
を
除
い
て
寄
附
し
た
額
分
の
税
金

が
安
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
ま
ち
で
は
、
寄
附

に
対
す
る
返
礼
品
と
し
て
、
特
典
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
寄
附
を
受
け
る
ま
ち
で
は

「
寄
附
金
に
よ
る
収
入
が
増
え
る
」、

「
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
観
光
客
や
移

住
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
」、「
返
礼

品
を
提
供
す
る
地
元
事
業
者
の
生
産

が
拡
大
し
、
産
業
振
興
が
促
進
さ
れ

る
」
な
ど
、
多
く
の
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

千
歳
市
で
は
、
４
月
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
の
特
典
商
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
と
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

千
歳
自
慢
の
ス
イ
ー
ツ
や
お
酒
、

水
産
加
工
品
は
も
ち
ろ
ん
、
お
し
ゃ

れ
な
木
工
工
芸
品
、
航
空
券
と
宿
泊

施
設
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
旅
行
商
品

な
ど
、
多
彩
な
特
典
の
中
か
ら
寄
附

額
に
応
じ
て
複
数
の
特
典
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

答 声

　

就
職
な
ど
で
、
ふ
る
さ
と
千
歳
を

離
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
通
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
典
と
し
て

商
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事

業
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。



　いきいき 　　 すくすく　　子 育 て

４月16日(日)　10時～16時は休日開館日です
対象は、就学前の子と保護者

５月７日(日)は休日開館日（10時～16時）です
対象は、就学前の子と保護者

●みんなであそぼう　プチ(ゆうぎ室で遊ぶ)
対　象・就学前の子と保護者
と　き・４月20日(木)　10時30分～11時(申込不要)
●子育てスキルアップ講座～乳児編～
対　象・６カ月までの子と保護者
と　き・４月25日(火)　10時30分～11時15分(申込不要)
●おはなしだいすき♪(大型絵本などの読み聞かせ)
対　象・就学前の子と保護者
と　き・４月25日(火)　11時30分～11時50分(申込不要)
●すくすくの日（栄養士の来館日）
内　容・身長と体重の計測
対　象・就学前の子
と　き・４月26日(水)10時～12時と13時～14時(申込不要)
●みんなであそぼう(ゆうぎ室で遊ぶ)
対　象・就学前の子と保護者
と　き・５月11日(木)　10時30分～11時30分(申込不要)
●あそびの広場　第１期募集
①あかちゃんランド(隔週水曜日　全４回コース)
対　象・生後３カ月～８カ月の子と保護者
と　き・５月10､24日､６月７､21日
　　　　午前の部(10時～11時)､午後の部(13時30分～14時30分)
定　員・午前午後　各17組(抽選)
申込日・４月12､13日
②にこにこランド（毎週火曜日　全４回コース）

from 地域子育て支援センター

●すくすくの日（身長・体重測定日）
対　象・就学前の子
と　き・４月14日(金)　10時～12時と13時～14時(申込不要)
●あそびの芽～みんなＤＥリズム！～（リズム運動）
対　象・就学前の子と保護者
と　き・４月19日(水)　11時～11時30分(申込不要)
●くりねずみのおはなし会(図書館司書の絵本読み聞かせ)
対　象・就学前の子と保護者
と　き・４月21日(金)　11時～11時30分(申込不要)
●はじめましての日(子育て情報とげんきっこセンターの案内)
対　象・げんきっこセンターを初めて利用する子育て中
　　　　の方､これからお父さん･お母さんになる方
と　き・５月６日(土)　10時30分～11時(申込不要)
●転勤してきた人あーつまれ♪
内　容・市内の子育て施設の紹介､お母さん同士の交流会など
対　象・市内に転入して３年未満で､第１子が就学前の子と保護者
と　き・５月17日(水)　10時～11時
定　員・25組(申込順)
申込日・４月18､19日
●赤ちゃんのからだ発達講座
内　容・理学療法士が赤ちゃんの身体発達について話す
対　象・一人歩きがこれからの第１子と保護者
と　き・５月24日(水)　10時～11時
定　員・20組(申込順)
申込日・４月25､26日

会場/申込先/詳細・げんきっこセンター(参加料無料)
(26)２０７０　(26)２０８０(日･祝日を除く９時～17時30分)

【共通事項】

【共通事項】
会場/申込先/詳細・アリスセンター(参加料無料)
(24)８３４１(平日の10時～15時)

内　容・赤ちゃんとの過ごし方について学ぶ
対　象・市内に居住する妊婦の方
と　き・５月19日(金)　10時～11時45分
ところ・ちとせっこセンター(母子健康手帳､筆記用具持参)
申込期限・５月17日(水)
申込先/詳細・母子保健係　(24)０７７１

●ひろばであそぼう
内　容・親子で楽しく遊ぶ（晴天時は園庭遊び）
対　象・就学前の子と保護者
と　き・毎週月～金曜日　10時～15時(申込不要)
●絵本のひろば(大型絵本･紙芝居の読み聞かせ、絵本貸し出し)
対　象・就学前の子と保護者
と　き・４月11､18､25日(10時30分～11時､申込不要)
●おおきくなったかな～身体測定日～
対　象・就学前の子
と　き・４月19日(水)　10時～12時(申込不要)
※ボランティアの手伝いあり。
●おもちゃをつくろう！(こいのぼりを作る)
対　象・就学前の子と保護者
と　き・４月20日(木)　10時～12時(申込不要)
※材料がなくなり次第、終了することがあります。
●子育て講座｢はじめてママ講座｣
内　容・赤ちゃんとのふれあい､ベビーマッサージなど
対　象・４カ月～10カ月の第１子とお母さん
と　き・４月21日(金)　10時～11時30分
定　員・10組(抽選)
申込日・４月13､14日(電話申し込みは､12時～15時)
●企業連携ぷちゼミ｢骨盤ゆがみ解消講座｣
内　容・北星病院の理学療法士､作業療法士が教える骨盤
　　　　のゆがみを直す体操など
対　象・産後６カ月以内のお母さんと子(抱っこひもなど持参)
と　き・５月19日(金)　10時30分～11時30分
定　員・10組(抽選)
申込日・５月８､９日(電話申し込みは､12時～15時)

【共通事項】
会場/申込先/詳細・ちとせっこセンター(参加料無料)
(40)１７１７　(40)１７２７(日･祝日を除く９時～17時30分)
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対　象・生後９カ月～１歳６カ月の子と保護者
と　き・５月９､16､23､30日
　　　　午前の部(10時～11時30分)､午後の部(13時30分～15時)
定　員・午前午後　各17組(抽選)
申込日・４月19､20日
③わくわくランド（毎週木曜日　全４回コース）
対　象・１歳７カ月～就学前の子と保護者
と　き・６月８､15､22､29日　10時～11時30分
定　員・20組(抽選)
申込日・４月24日(月)
※①～③は、開始時点の月齢でお申し込みください。
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５カ月～７カ月児(状況により３カ月～11カ月児まで接種可)
５月12､26日　(12時30分～13時50分）
総合保健センター(申込不要､母子健康手帳､予診票持参)
予防接種担当　(24)３１４８

( )

03(3839)

身長･体重測定､発達や栄養の相談
５月18日(木) ９時30分～11時30分と13時～15時30分
総合保健センター(申込不要､母子健康手帳持参)
母子保健係　(24)０７７１

５月８､18日 １年以内にフッ化物塗布･歯科医師健診､１歳６か月
児健診､３歳児健診のいずれかを受けた幼児

５月22日(月) １歳～就学前の全ての幼児
９時30分～11時20分､13時～14時50分
総合保健センター(申込不要)
800円(母子健康手帳､歯ブラシ持参)
母子保健係　(24)０７７１

医師･保健師の健康相談､栄養士の栄養相談､歯科
　　　　衛生士の歯科相談、血圧測定･尿検査･体重測定

４月24日(月)９時30分～11時30分と13時～16時
※医師の相談は13時～15時､歯科衛生士の相談は９時30分～11時30分｡

総合保健センター(申込不要）

健康企画係　(24)０７６８

保健師による健康･育児に関する相談など(無料)

５月13日(土)　10時～12時 ちとせっこセンター
５月15日(月)　10時～15時　※ 総合保健センター
５月17日(水)　10時30分～11時30分 アリスセンター
５月22日(月)　10時～11時30分 しなの児童館
５月30日(火)　10時～12時､13時～14時 げんきっこセンター
※総合保健センターでの相談は、事前予約が必要です。

母子保健係　(24)０７７１

赤ちゃん抱っこ体験、料理レシピの紹介など
①妊娠中の夫婦､②１歳未満の子をもつ夫婦
５月20日(土)　10時～11時30分
ちとせっこセンター(母子健康手帳など持参)
①②各15組(申込順)
５月18日(木)

申込先/詳細・母子保健係　(24)０７７１
※②の方は､ちとせっこセンターでも申し込みができます。

※申し込み受け付け後、受診券を送付するときに、受診
　場所や受診方法などをお知らせします｡
※脳ドック検診は､75歳以上も５歳ごとに受診できます｡
※11月～平成30年３月の脳ドック検診(後期)の申し込みは､
　10月11日～17日に受け付けします(定員250人･抽選)｡

脳ドック(前期) ５月～10月 300人  6,000円  
骨粗しょう症 ５月～平成30年３月 200人    600円   

※生活保護世帯の方は､脳ドック･骨粗しょう症検診いずれも無料｡

※集団健診の料金､対象年齢､実施月日などは､広報ちとせ４月号(今月号)の号外をご覧ください。
 (総合保健センターや各コミセンに置いてある､千歳市健診ガイド(詳細版)や市のホームページにも掲載しています)
※６月から、胃がん検診(胃内視鏡検査)を開始します。対象者などの詳細は、広報ちとせ５月号をご覧ください。

国保特定健診、はつらつ健診、さわやか健診、いきい
き健診、肺がん検診、胃がん検診(胃バリウム検査)、
大腸がん検診、前立腺がん検診、子宮がん検診、乳が
ん検診、肝炎ウイルス検診、エキノコックス症検診

40歳(昭和51年４月２日～昭和52年４月１日) ○ ○
45歳(昭和46年４月２日～昭和47年４月１日) ○ ○
50歳(昭和41年４月２日～昭和42年４月１日) ○ ○
55歳(昭和36年４月２日～昭和37年４月１日) ○ ○
60歳(昭和31年４月２日～昭和32年４月１日) ○ ○
65歳(昭和26年４月２日～昭和27年４月１日) ○ ○
70歳(昭和21年４月２日～昭和22年４月１日) ○ ○
75歳(昭和16年４月２日～昭和17年４月１日) ○


　 (平日の８時45分～17時15分)

市民健康係
　(24)０３６４
　※申込不可。

出前健康相談(保健師の健康相談･血圧測定)
４月18日(火) 13時30分～15時 市立図書館(申込不要)



●パソコンひよこサロン(パソコン相談)
と　き・４月11､15､18､22､25日
　　　　(13時～16時)
ところ・まちライブラリー(千歳タウンプラザ内)
相談料・初回無料(申込不要）
※継続利用は会員登録が必要(年会費2000円)｡
●パソコン等講習会

ところ・中心街コミセン会議室
受講料・各1,000円(テキスト代)
定　員・各10人(申込順)
申込方法・講座名､住所､氏名､電話番号
　　　　を明記の上､ＦＡＸ､Ｅメー
　　　　ルまたは電話で申し込み
申込期限・①４月15日(土)､②４月29日(土･祝)

Town Guideまちの「お知らせ・催し・募集」
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お知らせ

催　し

ＩＴボランティアの会パソコン講習

【共通事項】
※パソコンなどは各自持ち込み｡
申込先/詳細・ちとせＩＴボランティアの会
川端　090(7648)7250  FAX(22)7046
Ｅメール　info@chitoseitv.net

●ネーミングライツ（命名権）施設
　「市民文化センター」は「北ガ
ス文化ホール」、「スポーツセンタ
ー」は「ダイナックスアリーナ」
の愛称で表記しています。

有毒植物の食中毒にご用心！

　山菜を食べる前は次の点に注意し､有毒
植物の誤食による食中毒を防ぎましょう｡
○判断のつかない山菜は採らない
○種類ごとに持ち帰り､食べる前に
　再度確認をする
○野菜と観賞植物を一緒に栽培しない
○食べて異常を感じたときは速やか
　に医師の診察を受ける
詳　細・千歳保健所　(23)3175

●半額開放日！
と　き・４月16日(日)　10時～21時
※１回券購入の方に限り半額で利用で
きます(プリペイドカードでの購入可)｡
会場/詳細・温水プール　(49)7001

温水プールからのお知らせ

内　容・ヒップホップダンス､日舞､吟舞など
と　き・４月23日(日)　15時～17時
ところ・北ガス文化ホール大ホール
入場料・600円
詳　細・子どもアートフェスティバル実行委員会
(ビーバースイミングクラブ内) (24)1336

子どもアートフェスティバル

内　容・洋裁､押し花､グラスアートの教室展
※販売､フリーマーケット､体験もあり｡
と　き・４月24日(月)　10時～18時
　　　　４月25日(火)　10時～17時
ところ・旭ヶ丘町内会館(旭ヶ丘３丁目8－1）
詳　細・アトリエカラーＣ＆Ｈ　
　　　　大久保　(23)４３１７

アトリエカラーＣ＆Ｈ教室展

①基礎講座｢Ｗｏｒｄの基本講座｣
とき ４月16日(日)13時30分～16時
②活用講座｢デジカメ写真でアルバム作り｣
とき ４月30日(日)13時30分～16時

　田植えシーズンを迎え､南長沼用水
路は８月30日ごろまで満水状態にな
ります｡この間の用水路は水深が深く､
水の流れも速くなり大変危険ですの
で遊ばないようにしましょう｡
詳　細・ながぬま土地改良区
　　　　０１２３(88)２３２４

用水路は危険です

優良運転者などを表彰します

対　象・千歳警察署管内に居住または
　　　　通勤する交通安全協会の会員
　　　　の方で､10､15､20､30年以上
　　　　無事故無違反の方
※申請には平成29年５月１日以降に取得
した｢無事故･無違反証明書｣の添付が必要｡
申込期限・６月２日(金)
申込先/詳細・千歳地区交通安全協会
　　　　  (23)５０４７ ●出張年金相談

と　き・４月20日､５月11､25日､６月
　　　　８日､22日　(10時～15時)
※７月以降も月２回開催します。
(相談日は、市民カレンダーに掲載)
ところ・千歳商工会議所
※新さっぽろ年金事務所に事前予約が必要｡
●電話相談｢ねんきんダイヤル｣
と　き・月曜日　８時30分～19時
　　　・火～金曜日　８時30分～17時15分
　　　・第２土曜日　９時30分～16時
電話番号・０５７０(05)１１６５
※０５０で始まる電話番号の方は、
03(6700)1165におかけください｡

ご利用ください｢年金相談｣

【共通事項】
詳　細・新さっぽろ年金事務所
　　　　０１１(892)９３１８

内　容・～突然おそう悲劇～心筋梗塞と戦う
講　師・小岩　弘明(循環器医長)
と　き・４月15日(土)　13時～14時
ところ・市民病院２階講義室
詳　細・市民病院　地域医療連携課
　　　　(24)３０００　内線138

市民病院の市民健康講座(無料)

内　容・ストレッチ､バランス･筋力強化､脳トレ
対　象・主に中高年の方
と　き・４月17日～９月25日の間で
　　　　全13回　(17時30分～19時)
受講料・無料　定員・50人(申込順)
会場/申込先/詳細・北海道千歳リハビリテー
ション大学(里美２丁目10)  (28)5331

千歳リハ大学｢健康増進教室｣

古事記に親しむ会

と　き・４月11日(火)　14時～16時
ところ・千歳神社社務所
参加料・300円
※申込不要(直接会場へお越しください)｡
詳　細・市川　090(8428)6755

●千歳市長杯
競技方法・36ホールストロークプレー
と　き・４月23日(日)　受付８時30分～
　　　　開会式９時　(雨天決行)
ところ・リバーサイドパークゴルフ場
　　　　(根志越19-41)
参加料・1,500円(当日納入)
申込期限・４月17日(月)
●千歳パークゴルフ協会会員募集
登録料・2,000円(個人会員)
※団体会員(15人以上)は､１人あたり1,500円｡
申込期限・６月30日(金)

千歳パークゴルフ協会からのお知らせ

申込先/詳細・千歳パークゴルフ協会
小林　０８０(1883)０２７８

【共通事項】

北海道労働局からのお知らせ

●｢妊娠したから解雇｣は違法です
　妊娠､出産､育児､介護のための制度を
利用したとき､上司･同僚から受けるハラ
スメント(就業環境を害する言動)の防止
措置をとることは､事業主の義務です｡ハ
ラスメントを受けたときは､職場の担当
者に相談しましょう｡職場に相談窓口が
ないときは､１人で悩まずに北海道労働
局へ相談してください｡
●ご存じですか？｢無期転換ルール｣
　｢無期転換ルール｣とは､平成25年４月
１日以降に有期労働契約が反復更新され
て通算５年を超えたとき､労働者の申し
込みにより､期間の定めのない労働契約
(無期労働契約)に転換できるルールです｡
制度の詳細はお問い合わせください｡
【共通事項】
詳　細・北海道労働局雇用環境・
均等部指導課　011(709)2715



まちの｢お知らせ・催し・募集｣の掲載原稿は、発行月の前月10日までに
ＦＡＸ､Ｅメール、郵送、持参のいずれかで広報広聴課にお送りください｡
ＦＡＸ(22)8852、Ｅメール kohokocho@city.chitose.lg.jp
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会員・団員
募集します

 

■ちとせ映像クラブ／地域の映像作品をパソコンで制作ほか／市内に居住または通勤･通学する中学

　総合福祉センター403号／体験１回100円(２カ月間)／５月31日(水)

川端　090(7648)7250

　生以上の方／設立総会:４月18日(火)19時～20時30分／北陽保育園(北陽１丁目12)／年会費5,000円
■千歳フォークダンスハートフル／毎週金曜日13時～14時／

   　【会の名称／内容／対象／とき／ところ／会費／申込期限】  　  　　       【申込先・詳細】

佐々木 (48)４４８４

手話講座(上級２課程)のお知らせ

対　象・市内に居住する高校生以上で､
　　　　上級１課程修了者または修了
　　　　と同等の方
と　き・５月９日～12月19日(毎週火
　　　　曜日全32回)19時～20時30分
受講料・3,000円程度(テキスト代)
※別途ボランティア活動保険代350円｡
定　員・20人(申込順)
申込期限・５月１日(月)
会場/申込先/詳細・千歳市社会福祉協議会
地域福祉課　 (27)２５２５

赤十字救急法基礎講習
対　象・15歳以上の方
内　容・心肺蘇生､ＡＥＤを用いた除
　　　　細動などの知識と技術を学ぶ
と　き・５月13日(土)13時～17時30分
ところ・総合福祉センター402号
教材費・1,500円　
定　員・30人(申込順)
※４人以下の場合は中止｡
申込期限・５月２日(火)
申込先/詳細・日赤千歳市地区事務局(社
会福祉協議会内)　(27)２５２５

内　容・約５kmのウォーキング(小雨決行)
と　き・４月26日(水)10時～11時40分
集合場所・総合福祉センター１階ロビー
参加料・無料
申込期間・４月11日～24日
申込先/詳細・健康づくり課(平日の８
時45分～17時15分) (24)０３６１

まちなかウォーキング
春のママチ川散歩道

　きずなポイント事業のボランティア
登録をすると､ボランティア活動に対
してポイントがつき､貯まったポイン
トは換金や寄付ができます｡登録には､
講習会の参加が必要です(無料)｡
対　象・市内に居住する65歳以上の方
※要介護認定･要介護１～５の方は除く｡
日　程・４月27日(木)10時～11時15分
　　　　社会福祉協議会
　　　・６月14日(水)13時～14時15分
　　　　向陽台コミセン
　　　・７月11日(火)10時～11時15分
　　　　祝梅コミセン
　　　・９月21日(木)13時～14時15分
　　　　北桜コミセン
　　　・10月25日(水)10時～11時15分
　　　　富丘コミセン
申込方法・開催日の５日前までに､電
　　　　話またはＦＡＸ､はがき､Ｅメー
　　　　ルで氏名､住所､電話番号を明
　　　　記の上､申し込み
申込先/詳細・〒066-0042　千歳市東雲
町１丁目11　千歳市社会福祉協議会
ボランティアセンター　(27)2525
FAX(27)2528　Ｅメール　c-shakyo@
chitose-shakyo.or.jp

きずなポイント事業
｢ボランティア登録講習会｣

内　容・浅瀬や川岸を歩く(２㎞程度)
と　き・４月29日(土･祝)
　　　　９時～14時30分
集合場所・市役所西口駐車場
参加料・1,500円(小学生以下700円)
定　員・20人(抽選)
申込期限・４月26日(水)
申込先/詳細・しこつ湖自然体験クラブ
トゥレップ　中川　090(1648)4923
※雨天時は中止。

早春の美々川源流～長靴で沢歩き～

●陸上教室
対　象・市内に居住する走りが苦手な
　　　　小学１年～２年生
と　き・５月８､９､10､11､12日
　　　　(16時～17時30分)
ところ・青葉陸上競技場(雨天時はダイ
　　　　ナックスアリーナ第２体育館)
受講料・1,100円
定　員・40人(抽選)
申込方法・４月18日(火)18時～18時20分にダ
　　　　イナックスアリーナ会議室で受付
※18時30分～抽選開始(電話受付不可)｡
●かけっこ講習会・セガサミージュ
　ニアスポーツフェスティバル
対　象・市内に居住する小学１年～
　　　　３年生
と　き・５月13日(土)13時15分～14時30分
ところ・ダイナックスアリーナ　
受講料・無料　
定　員・50人(申込順)
申込方法・４月14日～21日まで電話か体
　　　　育協会振興課に直接申し込み
●弓道教室
対　象・市内に居住する中学生以上
　　　　で身長が150㎝以上の方
と　き・６月８､９､13､15､20､22､27､
　　　　29日､７月４､６日
　　　　(18時30分～20時30分)
ところ・総合武道館　弓道場
受講料・2,400円
定　員・16人(申込順)
申込方法・４月21日～５月13日まで体育
　　　　協会振興課に直接申し込み
※電話受付不可。
●トランポリン教室
対　象・市内に居住する小学４年生
と　き・６月15､16､20､22､27､29日､
　　　　７月４､５日
　　　　(18時30分～20時30分)
ところ・ダイナックスアリーナ第２体育館
受講料・1,100円
定　員・32人(抽選)
申込方法・５月２日(火)18時～18時20分にダ
　　　　イナックスアリーナ会議室で受付
※18時30分～抽選開始(電話受付不可)｡

体育協会からのお知らせ

申込先/詳細・千歳市体育協会振興課
（ダイナックスアリーナ内）
 (22)４１５０(日･月･祝日を除く
９時～17時)

【共通事項】

内　容・青葉公園を散策しながら野
　　　　鳥や春の草花の観察
対　象・小学生以上
　　　　(小学３年生以下は保護者同伴)
と　き・５月13日(土)　８時～11時
集合場所・公民館入口前
参加料・無料　定員・15人(申込順)
申込開始・４月11日(火)８時45分～　
※双眼鏡は､貸し出し可｡
申込先/詳細・環境課　(24)０５９７

春の野鳥と花ミッケ！

向陽台初心者テニス教室

対　象・市内に居住または通勤･通学
　　　　する高校生以上の方　
と　き・５月14日～７月16日まで毎週
　　　　日曜日(９時30分～11時30分)
ところ・向陽台コミセン テニスコート
受講料・3,000円(会費･コート年間
　　　　使用料含む)
※高校生2,000円。
申込先/詳細・向陽台テニスクラブ　小川
　　　　　０９０(8708)３０７４



●花と緑のフェスタ講習会

ところ・グリーンベルトおまつり広場
受講料・①②③1,500円､④各1,000円
定　員・①③20人､②30人､④各30人
申込方法・４月10日～５月12日に電話ま
　　　　たは直接申し込み
●メモリアルツリー無料プレゼント
対　象・平成28年４月２日～平成29年４月
　　　　１日に出生または60歳を迎えた方
　　　・平成28年４月１日～平成29年
　　　　３月31日に結婚または市内で
　　　　自宅を購入した方(代表者１人)
　　　・平成29年４月に学校教育法に定める
　　　　学校(小中高大学など)に入学した方
樹　種・苗木(ブルーベリー､アロニア､タ
　　　　マドウダンツツジ､クロフネツツ
　　　　ジ､ナツツバキ､レンゲツツジ)､鉢
　　　　物(ドラセナ､パキラ､姫ライラック)
贈呈数・220本(予定)
申込方法・往復はがき(１慶事につき１枚)
　　　　に慶事者の氏名､住所､電話番
　　　　号､慶事名､慶事が発生した年

Town Guideまちの「お知らせ・催し・募集」

22広報ちとせ 平成 29(2017) 年４月号

催　し

【
詳
細
】　
千
歳
防
犯
協
会  

 (

千
歳
警
察
署
生
活
安
全
課
内) 

 

(　
（42）
０
１
１
０
　
内
線
261

　
　
　
　
　
ば
な
し

犯
防

　
刑
法
犯
認
知
件
数
は
こ
こ
数
年

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
侵
入

窃
盗
（
空
き
巣
、
事
務
所
荒
ら
し

な
ど
）
だ
け
は
、
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

長
期
不
在
に
し
て
い
る
家
が
狙

わ
れ
た
り
、
防
犯
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
万
全
な
会
社
が
被
害
に
遭
う
な

ど
、
手
口
や
被
害
の
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
泥
棒
が
侵
入
す
る

目
的
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産

を
奪
う
こ
と
で
す
。

　

自
宅
に
大
金
を
保
管
し
て
い
る

方
や
、
金
庫
に
お
金
を
入
れ
て
い

る
会
社
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
泥

棒
は
、
お
金
を
隠
し
て
い
て
も
す

ぐ
に
見
つ
け
出
し
た
り
、
金
庫
ご

と
お
金
を
盗
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
次

の
よ
う
な
対
策
を
と
り
、
自
主
防

犯
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
自
宅
や
会
社
に
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

　

ト
を
取
り
付
け
る
。

●
窓
に
盗
難
防
止
装
置
（
警
報
器

　

な
ど
）
を
取
り
付
け
る
。

●
不
必
要
な
お
金
を
自
宅
に
置
か

　

ず
に
銀
行
な
ど
に
預
け
る
。

●
金
庫
に
保
管
す
る
と
き
は
し
っ

　

か
り
と
金
庫
を
固
定
し
、
絶
対

　

に
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

侵
入
窃
盗
に
注
意
！

対　象・市内に居住する74歳以下で体
　　　　重やお腹周りの脂肪を減ら
　　　　したい方

ところ・総合福祉センター
受講料・無料(②④食材費500円)
定　員・各30人(申込順)
※①～④の全日程参加者優先｡
※１歳以上の託児あり(各15人､申込順)｡
申込先/詳細・健康づくり課 (24)0768

内　容・講義や実習を通じて母親と
　　　　しての知識を学ぶ(全８回)
対　象・10カ月以上(平成29年５月17
　　　　日時点)の子を持つ母親
と　き・５月17､24日､６月１､７､21､28日､
　　　　７月12､26日　(10時～12時)
※６月21日(水)はバス遠足のため10
時～13時30分｡
ところ・北ガス文化ホールほか
受講料・4,000円(初回納入)
定　員・25人(抽選､初めての方優先)
※別室で託児あり｡
申込期間・４月５日～12日
申込先/詳細・生涯学習課(平日の８時45
分～17時15分)　(24)０８４８　

春のママさん教室

対　象・ファミリー･サポートの会員
　　　　として市内に居住し､自宅な
　　　　どで保育サービスをしたい
　　　　と考えている20歳以上の方
と　き・５月23､24､30､31日､６月６､
　　　　７日　(10時～15時）
ところ・社会福祉協議会
受講料・無料（テキスト無料配布）
定　員・30人(申込順)

ファミリー･サポート･センター
春の保育サービス講習会

ちとせ環境と緑の財団
からのお知らせ

①プリザーブドフラワー講習会
とき ５月18日(木)10時30分～11時30分
講師 堀　由美子 氏
②寄せ植え講習会
とき ５月19日(金)10時30分～11時30分
講師 岡本　あや子 氏
③多肉植物の寄せ植え講習会

とき ５月20日(土)　14時～15時
※親子での参加歓迎。

講師 渡邊　美枝 氏
④ほだ木作り講習会(しいたけのほだ木作り)

とき
５月21日(日)
午前の部：10時30分～11時30分
午後の部：14時～15時

講師 外崎　真也 氏

　　　　月､希望樹種(第１･第２希望)
　　　　と返信先を記入して申し込み
申込期間・４月10日～21日(必着)
●｢樹木等再利用の情報交換｣について
　市内に居住する方で､不要な樹木や
鉢物の無料提供･再利用を希望する方
は､ご連絡ください｡
受付期間・樹木　４月～10月
　　　・鉢物　通年受付
●緑の相談(無料)
開設期間・４月～10月　毎週水曜日　
　　　　(10時～16時)
　　　　樹木など　第１､３､５水曜日
　　　　洋ラン　  第２､４水曜日
※花と緑のフェスタ開催期間(５月18日
～21日)は､会場に開設。
※電話相談は､通年受付｡
※出前講座は１グループ５人以上で
受付します｡

会場/申込先/詳細・〒066-0047　本町３
丁目21　ちとせ環境と緑の財団(平日
の８時45分～17時15分)　(22)1117

【共通事項】

健康づくり教室
｢からだすっきり健康講座｣

①６月１日(木)９時45分～11時45分
計測(身長､体重､腹囲)､保健師講話､
運動実技(講師：宮本　昌子 氏)
②７月27日(木)10時～12時

管理栄養士講話､ヘルシーメニュー試食

③11月16日(木)10時～11時45分

保健師講話､運動実技(講師：宮本　昌子 氏)

④12月14日(木)９時～13時
計測(体重､腹囲､簡易内臓脂肪測定)､
調理実習･試食

スナッグゴルフ選手権大会

対　象・小学生以上
と　き・５月14日(日)　13時～15時
　　　　(体験会12時～)
ところ・キリンビール　スナッグゴ
　　　　ルフコース(上長都949-1)
参加料・500円(保険料含む)
申込方法・５月７日(日)までにＦＡＸま
　　　　たはＥメールで申し込み
申込先/詳細・千歳スナッグゴルフ協会
西尾　･FAX(27)６３１１　
Eメール xr250r.nishio@docomo.ne.jp

※１歳～未就園児の託児あり(10人､申込順)｡
申込期間・４月10日～５月16日
申込先/詳細・千歳市ファミリー･サポー
ト･センター（社会福祉協議会内）
(22)８５２２
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●はじめて図書館を利用する方へ
　本を借りるときは｢利用者カード｣
が必要です。市内に居住､通勤･通学
する方であれば､どなたでもカード
の発行ができます。運転免許証や学
生証､健康保険証など､本人の確認が
できるものを持参してください(小
学生以下は不要)｡
●市外に転出する方へ
　市外に転出するときは｢利用者カ
ード｣を図書館に返却するか､電話で
連絡してください｡借りている本が
あれば、返却をお願いします。
●登録している情報に変更のある方へ
　住所､氏名､電話番号などに変更があ
ったときは､図書館に連絡してください｡
詳　細・市立図書館　(26)2131

募　集

　
　■児童館からのおしらせ

と　き 行事名 児童館名
連絡先

４月27日(木)  10 時 30 分～
 11 時 30 分

企業連携ぷちゼミ｢おはぎ作り｣
対象・就学前の子と保護者
定員・12組(申込順)
※初めての方を優先します｡
申込開始・４月11日(火)

ひので
(24)3163

( 詳細は、各児童館にお問い合わせください )

自衛官募集説明会のお知らせ

日　程・４月20日(木)　10時～12時
　　　　ハローワーク会議室
　　　・５月１､２､６､７日
        (９時～17時)
　　　　千歳地域事務所
※いずれも個別説明会です。時間内
ならいつでも対応します。
詳　細・自衛隊札幌地方協力本部　
千歳地域事務所　(23)２６４２

内　容・夏季交流(鹿児島県指宿市を
　　　　訪問)
　　　　冬季交流(ホームステイの受
　　　　け入れなど)
対　象・市内に居住する小学６年生
と　き・夏季交流　８月４日～７日
　　　　冬季交流　12月23日～26日
※別途､説明会･研修会などあり｡
定　員・男女各８人
申込方法・５月９日(火)までに各小学校
　　　　を通して申し込み
詳　細・千歳市･指宿市青少年相互交
流事業実行委員会(生涯学習課内)
(24)０８４８

●花いっぱいコンクール参加募集
募集部門・花壇部門(町内会､幼稚園､小
　　　　学校､中学校､福祉施設など)
　　　・フラワーロード部門
　　　・ガーデン部門(ガーデニング､
　　　　フラワー)
※花壇部門･フラワーロード部門参加
団体には､コンクールに必要な花苗､
肥料などの無料配布あり｡
申込方法・環境と緑の財団事務所で配布
　　　　する参加申込書を持参(郵送
　　　　受付不可)
申込期間・４月10日～21日
●花と緑のフェスタ出店者募集
　花と緑に親しみ､樹木や花苗を気軽
に購入できる｢花と緑のフェスタ｣の
出店者を募集します｡
と　き・５月18日～21日
ところ・グリーンベルトおまつり広場
　　　　つどいの広場
申込方法・４月14日(金)までに､環境と
　　　　緑の財団事務所で配布する申
　　　　請書を持参または郵送

花いっぱいコンクールと
花と緑のフェスタの参加募集

図書館ガイド
《休館日》
第３月曜日

《開館時間》
10時～19時

環境体験菜園の会員募集

ところ・根志越
※周辺は森林です｡
面　積・36平方メートル(１区画)
※２区画以上も可｡
利用料・１区画2,000円(１シーズン)
申込方法・往復はがきに郵便番号､住所､
　　　　氏名､電話番号､区画数を明記
　　　　の上､申し込み
申込期限・４月25日(火)必着
申込先/詳細・〒066-0035　高台４丁目
１-12　千歳川とサケの会　藤本　
(24)５０４０(留守番電話のときは､
メッセージに電話番号を残してください)
※開園日の４月29日(土･祝)の７時に
上記住所の藤本宅へ集合してください｡

●フラワーマスターの募集
　北海道知事が認定するフラワーマス
ター(花の育成管理やまちなみ景観の
花づくりに関する知識･技術をもち､
地域で積極的に指導･助言する花のま
ちづくりリーダー)として､市に登録
し､花に関する活動ができる方を募集
します。
応募方法・都市整備課で配布する応募
　　　　用紙(市指定用紙)を持参
●仲の橋通斜面(千歳高校下)花壇の
　花文字募集
　水と緑の大切さや自然環境の保全
など、緑化振興に関わる花文字を募
集します。
文字数・７文字以内
応募方法・任意の用紙に記入の上､持参
※電話受付不可｡

都市整備課からのお知らせ

応募期間・４月10日～28日
応募先/詳細・都市整備課　(24)0697

【共通事項】

　農村めぐりツアーや食育講座など
のグリーン･ツーリズム推進活動に､
ボランティアとして年２～３回程度､
参加協力できる方を募集します｡
対　象・市内に居住または通勤･通学
　　　　する18歳以上の方
定　員・20人(申込順)
入会金・1,000円
※報酬はありません。
申込先/詳細・千歳市グリーン･ツーリズム
連絡協議会事務局(交流推進課内)
(24)０４８２

千歳ＧＴ(グリーン･ツーリズム)
ファンクラブ会員募集

千歳市･指宿市青少年相互交流事業
参加児童の募集

申込先/詳細・〒066-0047 本町３丁目21
ちとせ環境と緑の財団(平日の８時
45分～17時15分)　(22)１１１７

【共通事項】

ところ・根志越
区画数・210区画
面　積・35平方メートル(１区画)
利用期間・４月30日～11月５日
利用料・１区画5,000円(１シーズン)
※仮設トイレ、水道あります｡
申込方法・５月31日(水)までに印鑑を
　　　　持参のうえ､申し込み
申込先/詳細・根志越地熱利用組合管理
棟(根志越59-13)　(24)５５３１

千歳市民農園の利用者募集



さん

 の い る 風 景人
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【ほしの　いちろう　さん】　77 歳　稲穂
●千歳オカリナ虹の会 代表
　毎週木曜 13 時 30 分から花園コミセンで練習
しています。
※初心者クラスは、月２回（土曜）。

【詳細】 星野　０９０(9522) ６０７８

素
朴
で
優
し
い
音
色
が
特
徴
の
オ
カ
リ

ナ
。
素
焼
き
の
陶
器
で
作
ら
れ
、
し

ず
く
型
の
も
の
が
一
般
的
だ
と
い
う
。
音
域

に
応
じ
て
、
異
な
る
サ
イ
ズ
の
オ
カ
リ
ナ
を

使
い
分
け
て
演
奏
す
る
。

　

オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル
「
千
歳
オ
カ
リ
ナ
虹

の
会
」
は
、
オ
カ
リ
ナ
の
合
奏
を
通
じ
て
、

地
域
行
事
や
介
護
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
代
表
を
務
め
る

星
野
さ
ん
が
オ
カ
リ
ナ
と
出
会
っ
た
の
は

12
年
前
。

　
「
当
時
、
私
は
定
年
退
職
後
に
打
ち
込
め

る
趣
味
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
テ

レ
ビ
で
見
掛
け
た
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
に
興
味

を
持
ち
、
恵
庭
で
活
動
し
て
い
る
オ
カ
リ
ナ

サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
介
護
施
設
な
ど
で
演
奏
す
る
と
、

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
を
聞
い
た
皆
さ
ん
の
表
情

が
明
る
く
な
る
。
音
楽
で
人
を
癒
や
す
喜
び

を
知
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

地
元
で
あ
る
千
歳
に
も
活
動
の
輪
を
広
げ

た
い
と
考
え
た
星
野
さ
ん
は
、
自
ら
が
代
表

と
な
り
、平
成
22
年
１
月
に
虹
の
会
を
結
成
。

現
在
は
、
20
代
か
ら
80
代
、
年
齢
も
職
業
も

さ
ま
ざ
ま
な
20
人
の
会
員
が
集
ま
り
、
講
師

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
練
習
し
て
い
る
。
高

齢
者
向
け
の
初
心
者
ク
ラ
ス
で
は
、
最
高
齢

で
、87
歳
の
会
員
も
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
オ
カ
リ
ナ
は
、し
っ
か
り
基
礎
を
習
え
ば
、

初
心
者
で
も
き
れ
い
な
音
を
出
す
こ
と
が
で

き
、
高
齢
者
で
も
親
し
み
や
す
い
。
生
涯
学

習
に
ぴ
っ
た
り
な
楽
器
で
す
。
虹
の
会
の
会

員
も
、
私
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
学
校
の
授
業

以
外
に
音
楽
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
人
が
ほ

と
ん
ど
。
数
カ
月
も
す
れ
ば
、
皆
と
一
緒
に

合
奏
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
」
と

微
笑
む
。

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
た
と
い
う
星
野
さ
ん
。虹
の
会
で
は
、

介
護
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
演
奏
会
を
月
１
回
以
上
行
っ
て
い
る
。

　
「『
朧お

ぼ
ろ
づ
き
よ

月
夜
』
な
ど
の
懐
か
し
い
童
謡
や
昔

の
名
曲
を
オ
カ
リ
ナ
で
演
奏
し
、
聞
く
人
を

喜
ば
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
練
習
は
真
剣
に

取
り
組
み
ま
す
。
で
も
、
一
曲
吹
き
終
わ
る

と
、
必
ず
誰
か
が
冗
談
を
言
う
の
で
、
笑
い

声
が
絶
え
な
い
で
す
ね
。
楽
し
い
仲
間
に
恵

ま
れ
ま
し
た
」
と
笑
う
。

　

今
年
で
結
成
し
て
７
年
が
経
つ
虹
の
会
で

は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
児
童
館
へ

の
訪
問
を
始
め
た
と
い
う
。
１
月
に
し
ゅ
く

ば
い
児
童
館
を
訪
れ
た
と
き
は
、
オ
カ
リ
ナ

の
演
奏
の
ほ
か
、
曲
当
て
ク
イ
ズ
や
子
ど
も

た
ち
が
オ
カ
リ
ナ
を
体
験
で
き
る
時
間
も
設

け
た
。「
最
後
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に『
か

え
る
の
合
唱
』
を
演
奏
。
会
場
は
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
と
目
を

細
め
る
。

　
「
今
後
は
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
童
謡
な
ど
の
名
曲
を
伝
え
る

機
会
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。
私
た
ち
と
一

緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
オ
カ
リ
ナ
で
合
奏
す
る
喜
び
、
人
を

癒
や
す
喜
び
を
共
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。　

星野　一郎

　

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
で

　
　
　

癒
や
し
を
届
け
た
い



人
の

う
ご
き

《総人口》

95,761 人 ( － 525)

男性　48,397 人 ( － 447)

女性　47,364 人 ( － 78)

《世帯》47,780 世帯 (－ 90)

(  )内は、前月との

比較です。

4 ● 1
現在

　

新
富
東
町
内
会
は
、
昭
和
40
年

９
月
に
発
足
し
、
現
在
は
、
280
世
帯

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
会
員
同
士
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
１
年
を
通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
「
観
桜
会
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
バ
ス
で
桜
の
名
所
を
訪
れ

た
後
は
、
温
泉
に
立
ち
寄
り
ま
す
。

　

６
月
は
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
を
招
待
し
、
会
食
や
ゲ
ー
ム
な

ど
を
楽
し
む
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
、
公
園
で
「
子
ど
も
夏

祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
焼
き
肉

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
み
ん
な

で
賑
や
か
に
過
ご
し
ま
す
。

　

９
月
は
、
千
歳
神
社
秋
季
例
大

祭
に
あ
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
が
み
こ

し
を
担
い
で
元
気
よ
く
町
内
を
練

り
歩
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
「
敬
老
祝

賀
会
」
で
は
、
90
歳
に
な
っ
た
方
に

お
祝
い
の
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
は
、「
親
子
運
動
会
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
親
子
が
協
力

し
て
、
障
害
物
競
走
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
挑
戦
。
会
場
は
、
大
き

な
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

12
月
は
、「
親
子
も
ち
つ
き
大
会
」

で
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
味
わ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
館
で
、
毎
週
火

曜
日
に
「
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
」、

毎
週
水
曜
日
に
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回

多
く
の
会
員
が
集
ま
り
、
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
が
元
気

で
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
町
内
会
を

目
指
し
ま
す
。

「
み
ん
な
が
元
気
で
、

　
　
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
」

　「広報ちとせ」は、毎月 10
日が発行日になります。記事
の掲載を希望される方は、開
催日や申込期限が発行日以降
になっていることを確認し、締
切（発行日の前月の 10 日）ま
でに原稿を提出してください。

「広報ちとせ ｣からのお願い

新富東町内会
会長　仲澤和洋さん
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新
富
東
町
内
会

お
問
い
合
わ
せ
先 


　

(24)
９
７
５
３

☆★☆ 今月は「新富東町内会」を紹介します。 ☆★☆

　 　 　 　 うちの町内会
　　　　うちの先生

紹介
します

広報広聴課 

先生は、
こんな先生です！

作文を書いてくれた

山
やまもと

本　萌
もえ

  
さん

千歳小６年２組

後
ご と う

藤　繁
しげる

№ 37

「すてきな上司に必要なもの」No.193

※平成 29 年３月時点のクラスです。
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／
千
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印
刷
株
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

(22)

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)

３月15日
まちライブラリーで撮影
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Photo M
em

ory
-2017  April-

1

■
童
謡
「
ど
じ
ょ
っ
こ
ふ
な
っ
こ
」

の
一
節
に
「
春
に
な
れ
ば
し
が
こ

も
と
け
て
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、

昨
年
か
ら
降
り
積
も
っ
た
雪
も
い

っ
き
に
溶
け
始
め
、
春
の
到
来
を

感
じ
ま
す
。
さ
て
、
春
と
い
え
ば

桜
を
連
想
し
ま
す
。
例
年
、
４
月

下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て
開

花
し
ま
す
が
、
今
年
は
い
つ
に
な

る
の
か
楽
し
み
で
す
ね
。

■
ラ
ン
ド
セ
ル
に
い
た
ず
ら
を
さ

れ
、
弟
と
大
げ
ん
か
し
て
い
た
新

１
年
生
の
娘
。
「
ま
ず
、
ぎ
ゅ
っ

と
抱
き
締
め
て
あ
げ
た
ら
、
優
し

く
な
れ
る
よ
」
と
先
月
娘
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま

ま
伝
え
た
ら
「
い
つ
も
怒
っ
て
い

る
人
に
言
わ
れ
た
く
な
い
！
」
と

一
蹴
さ
れ
ま
し
た
。
返
す
言
葉
が

あ
り
ま
せ
ん
。

5

4 3

　
　

３
月
３
日
。
千
歳
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
市
内
11
カ
所

の
保
育
園
な
ど
に
、「
ひ
な
ま
つ
り

ケ
ー
キ
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、

向
陽
台
保
育
園
の
園
児
が
お
礼
に
歌

や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
お
い
し

そ
う
な
ケ
ー
キ
が
登
場
す
る
と
、
園

児
は
、
歓
声
を
あ
げ
て
喜
び
ま
し
た
。

　
　

３
月
３
日
。
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
千
歳
で
「
国
際

交
流
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
に
居
住
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
国
の
参
加
者
が
、
ひ
な
人
形
作

り
や
着
物
の
試
着
な
ど
、
日
本
文

化
を
通
し
て
交
流
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　

３
月
９
日
。
航
空
自
衛
隊

千
歳
基
地
は
、操
縦
士
な
ど
の「
冬

季
水
上
保
命
訓
練
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
極
寒
の
海
へ

の
緊
急
脱
出
を
想
定
し
、
水
温
２

度
の
千
歳
川
で
、
寒
さ
に
耐
え
な

が
ら
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

３
月
11
日
～
18
日
。
市
内
の

小
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
写
真
の
千
歳
小
で
は
、
53
人

の
卒
業
生
が
卒
業
証
書
を
受
け
取

り
、
６
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
学

舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
　

３
月
22
日
。
サ
ケ
の
ふ
る
さ

と
千
歳
水
族
館
で
「
サ
ケ
旅
立
ち

集
会
」
が
行
わ
れ
、
千
歳
市
と
岡

山
市
西
大
寺
の
子
ど
も
た
ち
が
ふ

化
さ
せ
た
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
し

ま
し
た
。
写
真
は
西
大
寺
南
小
の

児
童
が
、
旅
の
無
事
を
願
い
な
が

ら
稚
魚
を
放
流
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

12345

　 今月の表紙

　入学式を迎えた皆さん、
おめでとうございます。　
　新１年生の２人に、ピカ
ピカのランドセル姿を見せ
てもらいました。
　よく学び、よく遊び、楽
しい小学校生活を送ってく
ださいね。




